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平成２９年３月甲良町議会定例会会議録 

平成２９年３月６日（月曜日） 

 

◎本日の会議に付した事件（議事日程） 

第１       会議録署名議員の指名 

第２       会期の決定 

第３ 議案第２号 甲良町税条例の一部を改正する条例 

第４ 議案第３号 甲良町特別職の職員で非常勤のものの報酬および費用弁

償に関する条例の一部を改正する条例 

第５ 議案第４号 甲良町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例 

第６ 議案第５号 甲良町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する

条例 

第７ 議案第６号 甲良町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改

正する条例 

第８ 議案第７号 甲良町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

第９ 議案第８号 甲良町職員の自己啓発等休業に関する条例の一部を改正

する条例 

第10 議案第９号 甲良町手数料徴収条例の一部を改正する条例 

第11 議案第10号 甲良町個人情報保護条例の一部を改正する条例 

第12 議案第11号 甲良町行政手続における特定の個人を識別するための番

号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用および

特定個人情報の提供に関する条例 

第13 議案第12号 平成２８年度甲良町一般会計補正予算（第６号） 

第14 議案第13号 平成２８年度甲良町介護保険特別会計補正予算（第３号） 

第15 議案第14号 平成２９年度甲良町一般会計予算 

第16 議案第15号 平成２９年度甲良町国民健康保険特別会計予算 

第17 議案第16号 平成２９年度甲良町後期高齢者医療事業特別会計予算 

第18 議案第17号 平成２９年度甲良町介護保険特別会計予算 

第19 議案第18号 平成２９年度甲良町墓地公園事業特別会計予算 

第20 議案第19号 平成２９年度甲良町住宅新築資金等貸付事業特別会計予

算 

第21 議案第20号 平成２９年度甲良町土地取得造成事業特別会計予算 

第22 議案第21号 平成２９年度甲良町下水道事業特別会計予算 

第23 議案第22号 平成２９年度甲良町水道事業会計予算 

第24       甲良町選挙管理委員および同補充員の選挙 
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第25 同意第１号 甲良町公平委員会委員の選任につき、同意を求めること

について 

第26       一般質問 

 

◎会議に出席した議員（１２名） 

   １番 岡 田 隆 行 ２番 田 中 章 浩 

   ３番 山 田   充 ４番 山 田 裕 康 

   ５番 野 瀬 欣 廣 ６番 阪 東 佐智男 

   ７番 宮 嵜 光 一 ８番 木 村   修 

   ９番 丸 山 恵 二 １０番 建 部 孝 夫 

  １１番 西 澤 伸 明 １２番 西 川 誠 一 

 

◎会議に欠席した議員 

   な  し 

 

◎会議に出席した説明員 

 町 長 北 川 豊 昭 教 育 長 橋 本   悟 

 総 務 課 長 中 川 愛 博 学校教育課長 藤 村 善 信 

 総務課参事 宮 川 哲 郎 教育総務課参事 福 原   猛 

 住 民 課 長 米 田 志保子 産 業 課 長 川 嶋 幸 泰 

 企画監理課長 中 川 雅 博 建設水道課長 北 坂   仁 

 保健福祉課長 小 林 千 春 人 権 課 長 陌 間   守 

 税務課参事 中 川 初 美 会計管理者 寺 川 貴代美 

 税務課参事 上 田 和 光 呉竹センター館長 山 田 光 義 

 

◎議場に出席した事務局職員 

 事 務 局 長 陌 間   忍 書 記 山 崎 志保美 
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（午前９時００分 開会） 

○西川議長 ただいまの出席議員数は１２人です。 

 議員定足数に達していますので、平成２９年３月甲良町議会定例会を開会

します。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、既に配布しているとおりです。 

 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員に、５番 野瀬議員、６番 阪東議員を指名します。 

 次に、日程第２ 会期の決定についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期は、本日から３月２１日までの１６日間としたいと思いま

すが、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○西川議長 異議なしと認めます。 

 よって、本定例会の会期は、本日から３月２１日までの１６日間と決定し

ました。 

 これより、町長の挨拶、行政報告ならびに提案説明を求めます。 

 町長。 

○北川町長 本日、平成２９年甲良町議会３月定例会を招集いたしましたとこ

ろ、議員各位におかれましては、大変お忙しいところご出席をいただき、ま

ことにありがとうございます。平素は町政全般にわたりまして、格別のご支

援、ご協力を賜り厚く御礼を申し上げます。 

 まずはじめに、若干の行政報告をいたします。 

 ２月２０日、総務省関連予算の会計実地検査官が来庁され、会計検査が行

われました。対象事業は、参議院議員選挙執行委託費および地域活性化交付

金に関係するプレミアムつき商品券などについてでございました。後日、会

計検査についての、検査員からの公表内容が送付されてきましたが、甲良町

についての指摘はなく、適正に処理されていたものとの報告でありました。 

 ２月２２日には、まちづくり協議会を開催し、企業誘致に関する進捗状況

の報告および来年度事業についてご提案をさせていただきました。１点ご報

告させていただきます。今月１３日に日立物流西日本より車椅子を寄付して

いただけることになりました。貴社がまごころ基金と銘打って、社員の方の

募金などを含めた中から、今回寄付をしていただけるということになりまし

たので、この場をお借りして報告をさせていただきます。 

 それでは、議案の説明をいたします。 

 議案第２号は、甲良町税条例の一部を改正するものであります。 
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 議案第３号は、甲良町特別職の職員で非常勤のものの報酬および費用弁償

に関する条例の一部を改正するものであります。 

 議案第４号は、甲良町道路占用料徴収条例の一部を改正するものでありま

す。 

 議案第５号は、甲良町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正するも

のであります。 

 議案第６号は、甲良町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正

するものであります。 

 議案第７号は、甲良町職員の給与に関する条例の一部を改正するものであ

ります。 

 議案第８号は、甲良町職員の自己啓発等休業に関する条例の一部を改正す

るものであります。 

 議案第９号は、甲良町手数料条例の一部を改正するものであります。 

 議案第１０号は、甲良町個人情報保護条例の一部を改正するものでありま

す。 

 議案第１１号は、甲良町行政手続における特定の個人を識別するための番

号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用および特定個人情報の提供

に関する条例を制定するものであります。 

 議案第１２号 平成２８年度甲良町一般会計補正予算（第６号）について

は、８４０万２，０００円を減額し、補正後の予算総額を４０億８，８８０

万１，０００円とするものでございます。 

 主な補正項目は、歳入では、ふるさと応援給付金の増、また、社会資本整

備交付金、農業費、補助金および町債の減。歳出では、総務費のうち、ふる

さと納税特産品、民生費では自立支援介護等給付費負担金、土木費では、除

雪委託費の増、また、農林水産業費のうち、地域集積協力金、官民共同事業

委託および土木費では、測量設計委託、町道新設改良費の減が主なものでご

ざいます。 

 議案第１３号 平成２８年度甲良町介護保険特別会計補正予算（第３号）

については、介護給付費関連で３００万円を追加し、補正後の予算総額を７

億９，７４２万５，０００円とするものでございます。 

 続いて、新年度予算でございます。 

 議案第１４号は、平成２９年度甲良町一般会計予算となります。 

 議案第１５号から２２号は、７つの特別会計および企業会計の予算でござ

います。 

 一般会計予算につきましては、昨年度当初予算より２２．７％増となる、

４５億６５０万円となり、特別会計および企業会計による８会計の総予算額
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は、昨年度当初予算より１．５％の減となり、２７億４，６１０万６，００

０円とさせていただきました。今回の予算編成につきましては、甲良町まち・

ひと・しごと創生総合戦略に基づく人口減少対策をはじめ、６つの基本目標

に編成を行っております。職員には、予算編成方針を周知し、この基本目標

を達成できるよう計画、実行、評価、改善を繰り返し行い、効率的で正確な

行政推進を実施する事業予算を計上するように指示をしております。その上

で予算を作成いたしました。 

 最後に、同意１号につきましては、公平委員の選任につき同意を求めるも

のでございます。 

 以上、簡単でありますが、本日提案いたしました案件について、議案２１

件、同意１件の概要を申し上げました。何とぞよろしくご審議いただき、適

切な議決および同意を賜りますようお願いを申し上げまして、提案説明とさ

せていただきます。 

○西川議長 次に、日程第３ 議案第２号を議題とします。 

 議案を朗読させます。 

 局長。 

○陌間事務局長 議案第２号 甲良町税条例の一部を改正する条例。 

 上記の議案を提出する。 

 平成２９年３月６日。 

 甲良町長。 

○西川議長 本案に対する提案説明を求めます。 

 税務課参事。 

○上田税務課参事 議案第２号 甲良町税条例の一部を改正する条例について

ご説明申し上げます。 

 町税法の一部を改正する法律等の施行に伴いまして、条例の規定について

所要の改正を行うものでございます。改正内容につきましては、第３６条の

２ということで、町民税の申告でございます。これは、仮認定特定営利活動

法人を特例認定特定非営利活動法人に名称を変更する規定でございます。  

 付則第６条でございますが、これは特定一般用の医薬品等の購入費を支払

う場合の医療費の控除の特例でございまして、スイッチＯＴＣ薬の控除の創

設に伴う所要の規定の整備でございます。 

 次に、付則第７条の３の２でございますが、これにつきましては、個人町

民税の住宅借入金等の特別税額の控除でございます。これは、個人の町民税

に係る住宅ローンの控除制度の適用の制限の延長でございます。 

 次に、付則第１０条の２でございますが、これは再生可能エネルギー発電

設備に係る固定資産税についての特例に関するものでございます。 
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 最後に、付則第１６条でございますが、これは軽自動車税に係る特例でご

ざいまして、現行の軽自動車税の種別に改正されることと、グリーン化特例

でございますが、課税の軽減でございますが、１年間延長されることに伴う

所要の規定でございます。 

 以上でございます。よろしくご審議のほど賜りますお願い申し上げます。  

○西川議長 説明が終わりましたので、質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○西川議長 ないようですから、これで質疑を終わります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○西川議長 ないようですから、これで討論を終わります。 

 これより議案第２号を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決することに賛成の方はご起立願います。 

（賛成者起立） 

○西川議長 ご着席願います。 

 起立全員であります。 

 よって、議案第２号は可決されました。 

 次に、日程第４ 議案第３号を議題とします。 

 議案を朗読させます。 

 局長。 

○陌間事務局長 議案第３号 甲良町特別職の職員で非常勤のものの報酬およ

び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例。 

 上記の議案を提出する。 

 平成２９年３月６日。 

 甲良町長。 

○西川議長 本案に対する提案説明を求めます。 

 総務課長。 

○中川総務課長 皆さん、おはようございます。それでは、よろしくお願いし

ます。議案第３号の説明をさせていただきます。 

 甲良町特別職の職員で非常勤のものの報酬および費用弁償に関する条例の

一部を改正する条例でございます。 

 次、めくっていただきまして、この条例は監査委員および空家等対策協議

会委員の報酬について改正、あるいは新たに定めるものでございます。 

 甲良町特別職の職員で非常勤のものの報酬および費用弁償に関する条例の

一部を次のように改正するということで、別表識見を有する監査委員の項中
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「１２０，０００円」を「２００，０００円」に改め、同表中「甲良町地域

住宅計画策定委員、日額５，０００円」を「甲良町地域住宅計画策定委員、

日額５，０００円」、その次に、「空家等対策協議会委員、日額５，０００

円」に改める。 

 付則。この条例は、平成２９年４月１日から施行するというものでござい

ます。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

○西川議長 説明が終わりましたので、質疑はありませんか。 

 １１番 西澤議員。 

○西澤議員 １つは、空家等の対策協議会の委員ですけども、それの仕事、役

割、どういう役割があるのか、任務づけをされているのか示していただきた

いと思います。 

 ２つ目は、住宅関係で上に上がっています住宅計画の策定委員とも十分連

携をして兼務でいけるのではないかと。つまり、人員を新たに別の人に頼む

という点でも不合理だというように思いますが、別々の組織体とした意味は

何なのかということで、２点目です。 

 それから、３点目は識見を有する監査委員には以前には我慢をしてもらっ

たというので、全協でそういう説明がありました。質問は、なぜ今かという

ことですね。以前から我慢してもらったということは、以前から増額をしな

ければならないなという点で認識があった、考えられていたというように思

うんですが、その３点目は、なぜ今の時点で上げるのかという点の説明、３

点です。よろしくお願いします。 

○西川議長 建設水道課長。 

○北坂建設水道課長 空家等対策協議会の設置につきまして、所掌事項という

ところで、協議をしていただく内容といたしましては、空家等対策計画の作

成および変更、空家等対策計画の実施に関すること、特定空家等に対します

認定および措置に関することをご協議いただいて、その他、空家に特化した

内容のことを協議していただくというところでございます。今ほどありまし

た地域住宅計画というところの作業で、内容といたしましては異なるものと

いうことで別に定めさせていただくと考えております。 

○西川議長 総務課長。 

○中川総務課長 識見を有する監査委員の報酬の改正時期ということでござい

ますが、先般、任期満了で新たに選任させていただいたというところでござ

いまして、これを契機に新たに２９年度、４月から改正させていただいて、

心機一転お願いしたいなということで、改正に伴うタイミングと合わせてと

いうことでご理解をお願いしたいと思います。 
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 以上です。 

○西川議長 １１番 西澤議員。 

○西澤議員 今の建設水道課の回答ですと、同じ住宅を確保するという大きな

くくりでいける、つまり、人口減少対策で２つの委員会が設置されて、それ

ぞれ協議をされる、そういう点では共通をしていると思うんです。ですから、

新たに費用弁償するということで、別の組織を立ち上げるというわけですけ

れども、この２つともが所管は建設水道課ですか、それとも別々の所管でし

ょうか。 

○西川議長 建設水道課長。 

○北坂建設水道課長 今回の空家の対策協議会というところにつきましては、

空家等対策の推進に関する特別措置法という部分の第７条に規定しているも

のでございまして、空家の対策計画という部分については、利活用という部

分というよりも、特定空家を今後どのようにしていくかというのをメーンと

した対策計画となると考えております。利活用とは別のものと考えておりま

すので、ご了解願いたいと思います。 

 また、地域住宅計画策定委員につきましては、所管といたしましては人権

課の方でやっていただいておるところでございます。 

○西川議長 西澤議員。 

○西澤議員 今の回答ですけども、最初に言いました人口減少対策で共通する

ところで取り組むというわけでしょ。つまり、空家対策についてもそこに定

住をしてもらう、それから改築が必要でしたら、その改築の補助も検討して

いくということですし、それから、住宅は以前から甲良町の占用農地の問題

で、住宅地が少ない。これをどういうようにして確保していくか、拡大をし

ていくかということも１つの課題となっています。そういう点からみたら、

トータルで論議をしてもらうということが私は大事だと思うんですが、いか

がですか。共通する、つまり人口減少対策に資するためというところで、２

つの委員会を設置されている。つまり、共通項があるんではないかという質

問ですが、いかがですか。 

○西川議長 建設水道課長。 

○北坂建設水道課長 先ほども申しましたように、当然、空家の利活用という

部分については必要なことかと思いますが、今回のこの協議会につきまして

は、特定空家を認定するというちょっと難しいところもありまして、取り潰

しとか除却であるとか、そういうような部分をここの中で協議をいただくと

いう部分でございまして、この住宅を活用するとかいう部分については、こ

こでは議論の中にはないのかなと思っております。先ほど申しましたように、

特別措置法の関係でこの協議会を立ち上げるようにという法律になっており
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ますので、それを立ち上げるという部分でございます。 

○西川議長 ほかにありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○西川議長 ないようですから、これで質疑を終わります。 

 討論はありませんか。 

 １１番 西澤議員。 

○西澤議員 質問でも述べましたが、甲良町としては上位の法律があるかもし

れません。だけれども、甲良町が直面する人口減少問題、それから、空家の

増大、これに対応してということは大事な問題です。それから、先ほどの答

弁の中で、空家の認定をしていく上での大きな任務のウエイトがあるという

わけですから、そういう場合にはその必要性に応じて委託なり、それから専

門の方に依頼をする、ないしはそういう識見を持っている職員がそれに対応

するということで十分、その場面、場面、常時そういう協議会を設置しなけ

ればならないというわけではないと思います。その判断は、町独自ができる

ものだというように思っています。 

 それから、監査委員の増額の問題ですが、上野氏は前期も続けておられま

す。以前の監査委員を見ますと、元県職員、それから元銀行マンの方だった

り、特別に国家資格を持っておられる方ではなかったというように思います。

今回、会計士、税理士の資格を持っておられる上野氏ですけれども、そうい

う点でも町の財政状況から見て、我慢という意味ではなくて、出務回数から

見ても妥当な金額になるのではないかと思いますが、そういう出務回数や監

査の業務のボリュームから見て、やはり少なすぎるということであれば、そ

れは検討をする必要があると思いますけれども、今までその部分で言ってき

たわけですし、議会から選出された監査委員との比較で見ると、１．５倍が

２．２倍に上がるという点でも差をつけることになります。その差をつける

ことは、専門性を有する者、専門資格を持っておられる方にきちんとした報

酬の対価を渡すという点の表明をする上では大事なことでありますけども、

甲良町の事情を十分察しておられる監査委員ですから、その現行のままで私

は行くべきだというように思いまして、反対討論です。 

○西川議長 ほかにありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○西川議長 ないようですから、これで討論を終わります。 

 これより議案第３号を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決することに賛成の方はご起立願います。 

（賛成者起立） 
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○西川議長 ご着席願います。 

 起立多数です。 

 よって、議案第３号は可決されました。 

 次に、日程第５ 議案第４号を議題とします。 

 議案を朗読させます。 

 局長。 

○陌間事務局長 議案第４号 甲良町道路占用料徴収条例の一部を改正する条

例。 

 上記の議案を提出する。 

 平成２９年３月６日。 

 甲良町長。 

○西川議長 本案に対する提案説明を求めます。 

 建設水道課長。 

○北坂建設水道課長 それでは、議案第４号 甲良町道路占用料徴収条例の一

部を改正する条例についてご説明申し上げます。 

 １ページをお願いいたします。別表中の下記の部分につきましての単価が

値下げという部分でございます。 

 続きまして、２ページの中段以降のところでございます。政令第７条第２

号に掲げるものからの部分を改めるというところでございます。 

 また、３ページの上段の表を追加というところになります。 

 ４ページをお願いいたします。注６項中の「１平方メートルもしくは１メ

ートル未満」を「０．０１平方メートルもしくは０．０１メートル未満」に

改め、「１平方メートルもしくは１メートルとして」を「その面積もしくは

全長またはその端数の面積もしくは長さを切り捨てて」に改めるというもの

でございます。 

 付則といたしましては、この条例は平成２９年４月１日から施行するもの

でございます。 

 以上、よろしくお願いします。 

○西川議長 説明が終わりましたので、質疑はありませんか。 

 １１番 西澤議員。 

○西澤議員 全協のときにも質問させていただきました。新旧対照表中の電柱、

１平方メートルに換算すると、電柱の占用面積がどんだけになるのか、占用

料が幾らになるのかという点で試算を示していただきたいと言っていました

が、例えば第３種電柱、これの１平方メートルに換算した場合の占用料が幾

らになっているのかという試算をされていましたら示していただきたいと思

います。 
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 ２つ目は、町としての減収、予算書の中にも占用料が書かれていますが、

前年と比べてその減額したことによって、幾らの減収になるのかということ

です。それが、２つ目です。 

 それから、３つ目は国の基準が減額されたからといって、町も減額をしな

ければならないかと。独自の判断、つまり条例主義が導入されていますので、

甲良町で独自に条例を制定していきながら上げるのも下げるのも、また現行

どおりということもやられる地方自治の権限が拡大された地方自治法になっ

ています。その点で、今回のこの部分、国の基準が減額されたからといって、

従わねばならないのか、それとも独自判断は可能なのか、この３点です。お

願いします。 

○西川議長 建設水道課長。 

○北坂建設水道課長 １点目でございます。第１種電柱から第３種電柱、これ

につきましては、電柱の太さには関係なく、そこに乗っている電線の乗数と

いうところでございます。第３種の電柱で換算いたしますと、細いもので６，

６００円程度、太いものについては３，６００円程度という平米換算になる

ということでございます。 

 また、減収につきましては、まず１１０万円程度の今年度の収入が、１万

１，０００円の減というところになります。というのは、甲良町にある電柱

の中で値下げにかかわる部分というところがあまりなかったというところが

現状でございます。 

 また、道路法の施行令で定められたところにつきましては、現在、甲良町

というはっきりとした地域指定もあっての変更となっておりますので、それ

に従ってやっていこうということに決めたところでございます。 

 以上でございます。 

○西川議長 西澤議員。 

○西澤議員 減収額が前年と比べて、この減額の条例を適用しますと、減額が

合計で１万１，０００円と聞いたんですが、間違いありませんか。 

○西川議長 建設水道課長。 

○北坂建設水道課長 はい、そのとおりでございます。 

○西川議長 ほかにありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○西川議長 ないようですから、これで質疑を終わります。 

 討論はありませんか。 

 １１番 西澤議員。 

○西澤議員 反対討論をします。１つは、減収額が１万１，０００円、つまり、

町としてもそういう金額でしか動かないわけですから、私はもともとＮＴＴ
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にしろ、それから関西電力にしろ、経営的にも体力のある企業です。資本金

も十分積み増しをした企業でもあり、そういうことから見たら、住民のさま

ざまな負担は上がる一方です。そういう体力のある企業が減額をされる。減

額の金額は大変わずかでありますけども、そういうところに減額をしていく

ということにはいかがなものかと思います。甲良町としては、きちんと占用

料は徴収をしていくというスタンスを示す上でも、減額する必要はないとい

うことを申し上げて、反対討論とします。 

○西川議長 ほかにありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○西川議長 ないようですから、これで討論を終わります。 

 これより議案第４号を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決することに賛成の方はご起立願います。 

（賛成者起立） 

○西川議長 ご着席願います。 

 起立多数です。 

 よって、議案第４号は可決されました。 

 次に、日程第６ 議案第５号を議題とします。 

 議案を朗読させます。 

 局長。 

○陌間事務局長 議案第５号 甲良町職員の育児休業等に関する条例の一部を

改正する条例。 

 上記の議案を提出する。 

 平成２９年３月６日。 

 甲良町長。 

○西川議長 本案に対する提案説明を求めます。 

 総務課長。 

○中川総務課長 それでは、議案第５号についてご説明申し上げます。 

 甲良町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例でございます。

条文を読んでいますと非常に複雑ですので、概要の説明をさせていただきた

いと思います。 

 これは、地方公務員の育児休業等に関する法律および育児休業、介護休業

と育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律の一部を改正する法律

が施行されることに伴います甲良町条例の一部改正でございます。 

 改正のポイントといたしましては、まず育児休業の対象となる子の範囲の

見直しということでございます。従来の子の範囲に加えまして、特別養子縁
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組の監護期間中の子および養子縁組里親に委託されている子を加えるという

ことで、育児休業を取りやすくといいますか、監護する子どもの範囲を広く

定めていくという改正でございます。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○西川議長 説明が終わりましたので、質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○西川議長 ないようですから、これで質疑を終わります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○西川議長 ないようですから、これで討論を終わります。 

 これより議案第５号を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決することに賛成の方はご起立願います。 

（賛成者起立） 

○西川議長 ご着席願います。 

 起立全員であります。 

 よって、議案第５号は可決されました。 

 次に、日程第７ 議案第６号を議題とします。 

 議案を朗読させます。 

 局長。 

○陌間事務局長 議案第６号 甲良町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の

一部を改正する条例。 

 上記の議案を提出する。 

 平成２９年３月６日。 

 甲良町長。 

○西川議長 本案に対する提案説明を求めます。 

 総務課長。 

○中川総務課長 それでは、議案第６号でございます。甲良町職員の勤務時間、

休暇等に関する条例の一部を改正する条例です。これにつきましても、条文

が非常に複雑になっておりますので、改正ポイントをご説明させていただき

ます。 

 これにつきましても、先ほどの育児休業と同様、地方公務員の育児休業等

に関する法律および育児休業、介護休業と育児又は家族介護を行う労働者の

福祉に関する法律の一部を改正する法律に伴います甲良町条例の一部改正で

ございます。 

 まず、介護休暇の分割の取得ということができるようになりますというこ
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とで、今は介護休暇は連続した３カ月しか取れないということになっており

ますが、その３カ月を３つに区切ってとることができるということになりま

して、これが取得期間は３カ月ですが、６カ月の間にわたって３回にわたっ

て分割して取得することができるという内容でございます。 

 もう１点は、介護のための所定労働時間の短縮措置ということで、介護休

暇とは別に、連続する３年の期間内において、介護のため１日につき２時間

の範囲内で勤務しないことができるようにすることができる制度を新設する

ものでございます。 

 それから、介護休暇の申し出をすることができる非常勤職員の要件の見直

しというのも追加されておりまして、現在、非常勤職員につきましては１年

を経過するという規定があるんですが、これが６カ月を経過するというふう

に、非常勤職員の要件の見直しです。非常勤職員は通常、１年の勤務で契約

が変わるんですけれど、それではちょっと不都合があるということで、これ

が６カ月雇用されていればというふうに短縮されるということで、介護休暇

をとることができる非常勤職員の見直しがされたということでございます。  

 以上、よろしくお願いいたします。 

○西川議長 説明が終わりましたので、質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○西川議長 ないようですから、これで質疑を終わります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○西川議長 ないようですから、これで討論を終わります。 

 これより議案第６号を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決することに賛成の方はご起立願います。 

（賛成者起立） 

○西川議長 ご着席願います。 

 起立全員であります。 

 よって、議案第６号は可決されました。 

 次に、日程第８ 議案第７号を議題とします。 

 議案を朗読させます。 

 局長。 

○陌間事務局長 議案第７号 甲良町職員の給与に関する条例の一部を改正す

る条例。 

 上記の議案を提出する。 

 平成２９年３月６日。 
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 甲良町長。 

○西川議長 本案に対する提案説明を求めます。 

 総務課長。 

○中川総務課長 それでは、議案第７号についてご説明を申し上げます。  

 甲良町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例でございます。これ

につきましても、文言が非常に長くなっておりますので、ポイントを説明さ

せていただきます。 

 職員の扶養手当の改正でございます。現在、例えば配偶者でありますと、

１万３，０００円の扶養手当ということになっておりますが、平成３０年か

ら６，５００円というふうに、配偶者の扶養手当が下がると。経過措置とし

まして、２９年度、来年度は１万３，０００円が１万円、それから、３０年

度は６，５００円ということになります。 

 それから、子どもにつきましては、２２歳までということで、現行６，５

００円でございますが、２９年度は８，０００円、３０年度から１万円とい

うふうに変わる。それから、孫、父母、弟、妹、障害を有する方については、

現行６，５００円がそのまま６，５００円で変わらずということで、主に配

偶者と子どもの部分での扶養手当の額が変わるという改正内容でございます。  

 以上、よろしくお願いいたします。 

○西川議長 説明が終わりましたので、質疑はありませんか。 

 １１番 西澤議員。 

○西澤議員 全協にて説明がありました、この改正については、人事院勧告の

適用をするものということで理解してよろしいかというのが１つです。 

 それから、２つ目は現在、扶養手当の支給額が約６０万、それが３５万円

アップする、つまり９５万、約１００万近くになるという説明がありました

が、それで間違いないでしょうか。 

○西川議長 総務課長。 

○中川総務課長 人事院勧告による改正でございます。２点目につきましては、

１００万ではなくて、２９年度で約１０万円。それから、３０年度が３６万

円アップ、２８年度と比べてということで、２９年度は約１０万円ぐらい全

体で上がるかなと。それから、３０年度は約３５、６万上がるかなと。今の

職員ベースです。人事異動とかいろんな関係で、昇給、昇格の関係も出てく

ると思うんですけれども、いろいろ給料が変わってくると変わる可能性もあ

りますけれど、今の人員でいきますとそういう試算になると見ております。 

 以上です。 

○西川議長 ほかにありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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○西川議長 ないようですから、これで質疑を終わります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○西川議長 ないようですから、これで討論を終わります。 

 これより議案第７号を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決することに賛成の方はご起立願います。 

（賛成者起立） 

○西川議長 ご着席願います。 

 起立全員です。 

 よって、議案第７号は可決されました。 

 次に、日程第９ 議案第８号を議題とします。 

 議案を朗読させます。 

 局長。 

○陌間事務局長 議案第８号 甲良町職員の自己啓発等休業に関する条例の一

部を改正する条例。 

 上記の議案を提出する。 

 平成２９年３月６日。 

 甲良町長。 

○西川議長 本案に対する提案説明を求めます。 

 総務課長。 

○中川総務課長 それでは、議案第８号でございます。甲良町職員の自己啓発

等休業に関する条例の一部を改正する条例でございます。 

 甲良町職員の自己啓発等休業に関する条例の一部を次のように改正すると

いうことで、これは地方公務員法の改正に伴うものでございまして、第１０

条中「およびその日後」を「、同日後」に改め、「最初の」の次に「昇給日

（」を、「定める日」の次に「をいう。以下この項において同じ。）」を加

え、「いずれかの日」を「次の昇給日」に改める。 

 付則。この条例は公布の日から施行するということで、ややこしい書き方

になっておりますが、これは要約いたしますと、自己啓発等休業に関する法

律につきましては、大学等課程の履修、それから、国際貢献活動のための休

業についてとることができるとなっております。そのことについて、そうい

う休業を取った場合の職場復帰したときの昇給日の変更という改正内容でご

ざいます。 

 以上でございます。よろしくお願いします。 

○西川議長 説明が終わりましたので、質疑はありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

○西川議長 ないようですから、これで質疑を終わります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○西川議長 ないようですから、これで討論を終わります。 

 これより議案第８号を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決することに賛成の方はご起立願います。 

（賛成者起立） 

○西川議長 ご着席願います。 

 起立全員であります。 

 よって、議案第８号は可決されました。 

 次に、日程第１０ 議案第９号を議題とします。 

 議案を朗読させます。 

 局長。 

○陌間事務局長 議案第９号 甲良町手数料徴収条例の一部を改正する条例。 

 上記の議案を提出する。 

 平成２９年３月６日。 

 甲良町長。 

○西川議長 本案に対する提案説明を求めます。 

 住民課長。 

○米田住民課長 議案第９号 甲良町手数料徴収条例の一部を改正する条例に

ついてご説明申し上げます。１枚おめくりください。 

 甲良町手数料徴収条例の一部を次のように改正する。別表第１に次のよう

に加える。燃えないごみ（家庭用）指定袋、１枚につき２０円。 

 付則。この条例は平成２９年４月１日から施行することをお願いするもの

でございます。 

○西川議長 説明が終わりましたので、質疑はありませんか。 

 １１番 西澤議員。 

○西澤議員 全員協議会で搬入方法、搬入先が変わっていたことに触れて、ガ

スボンベなどが混入される、その危険があるということで透明の袋をという

ことだったんですが、透明袋ならまぎれにくいということでありましたが、

袋が原因というように考えておられるのか、つまり、分別をせずに放り込ん

でいくというのは、袋がどうであれ、意識改革、環境の教育を徹底しないと、

そのことは変わらないと思うんですが、どのように考えておられるのかが１

つです。 
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 それから、もう一つは、ごみ袋の作成費ですが、収入の金額は予算計上さ

れています。対比ですけれども、この新しいごみ袋の作成費と袋の収入のバ

ランス、支出、収入のバランスの説明をお願いします。 

○西川議長 住民課長。 

○米田住民課長 意識改革につきましては、透明の袋ということで、自分のご

みに責任を持っていただくということを住民の皆さんに啓発していくという

ことで採用させていただきました。自分のごみの排出量に応じて負担を求め

るということで、手数料として今回上げさせていただいたものでございます。 

 作成費等につきましては、今回は無料配布をさせていただいておりますの

で、８０万円の作成費を使わせていただいております。今後、収入の方につ

きましては、まだしておりませんので、予想としては５０万から８０万円の

手数料をいただくことになると考えております。 

○西川議長 西澤議員。 

○西澤議員 今の説明を聞きますと、収入、支出、それでごみの手数料を町と

して獲得すると、増やしていくということにはならないというように思うん

ですね。そうしますと、やはり分別をきっちりしてもらうということからみ

たら、今の肥料袋ないしはその他の袋で名前を書いてもらうと、つまり責任

を持ってもらうということであれば、それで対応が十分できるというもんで

すが、それは検討されたのか、またそれでどうなのかというのを説明お願い

します。 

○西川議長 住民課長。 

○米田住民課長 近隣の袋の採用につきましては、多賀町が先行して採用して

おられまして、これに犬上郡として甲良町と豊郷町が同調して利用するとい

うものでございます。 

○西川議長 ほかにありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○西川議長 ないようですから、これで質疑を終わります。 

 討論はありませんか。 

 １１番 西澤議員。 

○西澤議員 私は、甲良町行政が信頼を取り戻すという大前提をやはり貫いて

いく必要があるというように思います。この有料袋にするという点で、ごみ

の行政としての負担を減らすというコメントではなかったように思います。

そういうことから見れば、環境教育、そして分別の徹底、そして、一人一人

にそのルールを守っていく意識を持ってもらうということですから、今回の

予算、事業を見てみますと、廃油の回収もされて、環境問題に取り組むとい

う姿勢が一歩見えてまいります。そういうことから見たら、無料で配布をす



－19－ 

ると、今回１０枚、今日これを持ってまいりましたが、立派な袋ですよね。

これで作成をして有料で買ってもらうということになるわけですけれども、

そういう点から見たら、その透明を貫くということであるならば、無料配布

を行っていくというので、町の支出、８０万ないしは１００万以内というよ

うに思われますから、そういう配慮を私はするべきだと。 

 つまり、ゼロだった負担がわずかでも上がるというのは大変な問題です。

つまり、町民レベルでいえば、今の甲良町の税金を着服されて、その解決も

もたない、そして、その税金がちゃんと戻ってくるのかどうか、３，０００

万円以上あるのではないかと。それから、その他のいろんなミスが、税務上、

また会計上、重なっています。そういう信頼を回復することから見たら、上

げずにその環境教育を徹底するということが大事だというように思います。

そのためには、町行政の幹部の皆さん、また私たち議員もそうです。そして、

各種の団体の役員さんがその模範を示していくという役割を果たすことが先

行していかねばならないと思います。そういうことを重点として取り組むと

いうことを申し上げ、また、透明ということにこだわるならば、無料配布で

きちんとやってくださいというメッセージを送るべきだと思いますので、反

対討論とします。 

○西川議長 ほかにありませんか。 

 山田裕康議員。 

○山田裕康議員 ちょっと私の方も、この時期やはり町民の負担を増やすとい

うことはいかがなものかと考えますので、反対討論とします。 

○西川議長 ほかにありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○西川議長 ないようですから、これで討論を終わります。 

 これより議案第９号を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決することに賛成の方はご起立願います。 

（賛成者起立） 

○西川議長 ご着席願います。 

 起立多数です。 

 よって、議案第９号は可決されました。 

 次に、日程第１１ 議案第１０号を議題とします。 

 議案を朗読させます。 

 局長。 

○陌間事務局長 議案第１０号 甲良町個人情報保護条例の一部を改正する条

例。 
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 上記の議案を提出する。 

 平成２９年３月６日。 

 甲良町長。 

○西川議長 本案に対する提案説明を求めます。 

 企画監理課長。 

○中川企画監理課長 議案第１０号 甲良町個人情報保護条例の一部を改正す

る条例をご説明いたします。 

 今回の改正につきましては、個人情報の保護に関する法律および行政手続

における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の一部を改

正する法律が施行されることに伴いまして、甲良町個人情報保護条例の一部

を改正するものであります。 

 内容につきましては、地方公共団体が条例により独自にナンバーを利用す

る場合においても、情報提供ネットワークシステムを利用した情報提供を可

能にするものであります。 

 甲良町個人情報保護条例の一部を次のように改正する。第２条第３号中「第

２項」の次に「（これらの規定を番号法第２６条において準用する場合を含

む。）」を加えるものであります。 

 第３９条の２第１項第１号中「第２８条」を「第２９条」に改めるもので

あります。 

 付則として、この条例は平成２９年５月３０日から施行するものでありま

す。 

 以上でございます。よろしくお願いします。 

○西川議長 説明が終わりましたので、質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○西川議長 ないようですから、これで質疑を終わります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○西川議長 ないようですから、これで討論を終わります。 

 これより議案第１０号を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決することに賛成の方はご起立願います。 

（賛成者起立） 

○西川議長 ご着席願います。 

 起立全員です。 

 よって、議案第１０号は可決されました。 

 次に、日程第１２ 議案第１１号を議題とします。 
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 議案を朗読させます。 

 局長。 

○陌間事務局長 議案第１１号 甲良町行政手続における特定の個人を識別す

るための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用および特定個人

情報の提供に関する条例。 

 上記の議案を提出する。 

 平成２９年３月６日。 

 甲良町長。 

○西川議長 本案に対する提案説明を求めます。 

 総務課長。 

○中川総務課長 それでは、議案第１１号についてご説明申し上げます。  

 甲良町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関す

る法律に基づく個人番号の利用および特定個人情報の提供に関する条例でご

ざいます。文面が非常に長いので、これにつきましては全協のときに建部議

員から県下の状況はどうなっているんやというご質問があったと思いますが、

県の方に確認をいたしましたところ、何件という答えではなかったんですが、

もう方が施行されて１年以上たっているということで、全ての市町で条例制

定されているものと認識しているというような回答でございましたので、多

分できていないのは甲良町だけかなとは思っております。 

 それは、そういう形になっているということでございますが、これにつき

ましては、いわゆるマイナンバー法が１年前に施行されましたので、これに

伴う町の条例の制定ということで、役場内での事務を進めていく上で特定個

人情報の提供、連携について定めているものでございます。  

 １枚めくっていただきますと、別表１から６ページまで所掌事務がござい

ますけれど、これらの庁内事務をやっていくために、いわゆるマイナンバー

を使いまして効率的に事務を進めていくという内容になっております。 

 先ほど、個人情報の議案で条例の改正等がありましたけれど、情報セキュ

リティのことも進んできて、この３月１日から取り組んでいっているという

こともふまえまして、今回また新たに条例を提案させていただくものでござ

います。よろしくお願いいたします。 

○西川議長 説明が終わりましたので、質疑はありませんか。 

 ５番 野瀬議員。 

○野瀬議員 この議案ですけれども、過去２回出していただいて、２回否決と

いうことに至っております。端的に過去２回から、こういうポイントでこう

変わったというところで、今度は大丈夫だというところの根拠を示していた

だきたいんですけれども。 
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○西川議長 企画監理課長。 

○中川企画監理課長 改正点でありますが、去年も議員のご指摘で、準備がで

きてからという話がありましたので、まず、セキュリティポリシー等をはじ

め、マニュアル類を整理したことと、あとパソコンの関係で強靭化というこ

とで入れかえもしましたので、そういう体制が整ったということで、とりあ

えず３月１日からキックオフさせてもらったというような状況であります。 

○西川議長 野瀬議員。 

○野瀬議員 情報セキュリティの文書はできましたということで、この前、説

明いただいたんですけれども、これに対する各課への落とし込み、教育はき

ちっとされているのか、また途中段階なのか、その辺はどうでしょうか。 

○西川議長 企画監理課長。 

○中川企画監理課長 マニュアルができた段階で全職員を対象に１１月に研修

をしています。そのあと、各課から特定個人情報なりの洗い出しを行っても

らいまして、今そういう整理ができましたので、３月１日から運用するとい

うことで、３月１日の課長会でいま一度こういうルールを守るようにという

ことの指示はして、今は運用している段階であります。 

○西川議長 ほかにありませんか。 

 １１番 西澤議員。 

○西澤議員 ２点、質問いたします。１つは、法による強制的な実行をしなけ

ればならないというように変わったのかどうかです。これが１点目です。と

いうのは、今現在、確定申告の受付の最中です。国税局の方もマイナンバー

の確定申告書になっています。だけども、この記載について、記載がなけれ

ば受付できないのかという問い合わせが何件もあるようです、報道を見ます

と。私の知っている方も、マイナンバーを書くのはいやだといって、税務署

の受付で言えば結構ですというので、ちゃんとその他の記載があれば受付を

されています。つまり、強制力がないんですね。それで、法の強制が始まっ

たのかということが１点目、説明をお願いします。 

 それから、２つ目には全協でも論議がありました。立派なセキュリティポ

リシーが作成された。だけども、人間がやることだからミスが起こるという

意見もありました。全くそのとおりだと思います。甲良町では、それが頻繁

に起きています。現に金の誘惑で職員が着服をすると。それも、管理ができ

ない、そしてその後の全容もまだ解明が庁舎として、役場として解明が進ま

ない中で、信頼のところが揺らいでいます。そういう中でマイナンバーは大

変重要な番号に今後なっていきます。そういうところから見たら、リスクの

危険性を広げるということは、やはりとめるべきだと思いますが、この２点、

お答え、説明をお願いします。 
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○西川議長 総務課長。 

○中川総務課長 各種の届出等とかにマイナンバーを書かなければいけないと

いうことにはなっておりません。なっておりませんというか、書かなければ

その事務を受け付けてもらえないかというと、そうではないということは認

識しております。 

 それから、リスク管理の話ですけれど、総務課の方では２９年度はさらに

リスク管理についての研修を深めていって、さらに第三者委員会も進んでい

きますので、その後またそのような意見を受けながら、さらにリスク管理に

ついては職員の資質を高めていく取り組みをしていきたいと思っております。  

 以上です。 

○西川議長 ほかにありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○西川議長 ないようですから、これで質疑を終わります。 

 次に、日程第１３ 議案第１２号を議題とします。 

 議案を朗読させます。 

 局長。 

○陌間事務局長 議案第１２号 平成２８年度甲良町一般会計補正予算（第６

号）。 

 上記の議案を提出する。 

 平成２９年３月６日。 

 甲良町長。 

○西川議長 本案に対する提案説明を求めます。 

 総務課参事。 

○宮川総務課参事 それでは、私の方から説明をさせていただきます。表紙裏

面をご覧ください。 

 議案第１２号 平成２８年度甲良町一般会計補正予算（第６号）。今回の

補正は、８４０万２，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を４０億８，

８８０万１，０００円とするものでございます。内容につきましては、第１

表、歳入歳出予算補正で説明いたします。繰越明許費につきましては、第２

表、繰越明許費で説明をいたします。また、地方債の補正につきましては、

第３表、地方債補正で説明をいたします。 

 それでは、１ページをご覧ください。 

 第１表、歳入歳出予算補正。歳入。１１款 分担金及び負担金、補正額１

０５万６，０００円、１２款 使用料及び手数料３万５，０００円、１３款

 国庫支出金１，０７７万４，０００円の減、１４款 県支出金１，５５８

万３，０００円の減、１６款 寄付金２，５００万円、１９款 諸収入５６
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６万４，０００円、２０款 町債１，３８０万円の減。歳入合計、補正前の

額４０億９，７２０万３，０００円、補正額８４０万２，０００円の減、合

計４０億８，８８０万１，０００円でございます。 

 ２ページをお開きください。 

 歳出。１款 議会費、補正額３７万円の減、２款 総務費２，７０３万９，

０００円、３款 民生費１，６４５万７，０００円、４款 衛生費９３５万

円の減、６款 農林水産業費３，４３８万５，０００円の減、７款 商工費

１４０万円の減、８款 土木費３３０万７，０００円。 

 ３ページをご覧ください。 

 ９款 消防費ゼロ円、１０款 教育費９７０万円の減。歳出合計は、歳入

合計と同額でございます。 

 ４ページをお開きください。 

 第２表、繰越明許費。２款１項 総務管理費、高虎公キャラクター商標登

録事業１００万円、３項 戸籍住民基本台帳費、個人番号カード交付事業５

７万４，０００円、３款１項 社会福祉費、臨時福祉給付金事業３，１５４

万１，０００円、６款１項 農業費、地方創生拠点整備事業８，３５０万円、

９款１項 消防費、甲良町防災センター整備事業３，６４０万円、１０款１

項 教育総務費、教育施設整備事業８００万円でございます。 

 ５ページをご覧ください。 

 第３表、地方債補正。起債の目的、公共事業等債（町道改良分）５３０万

円の減、限度額、補正前２，３４０万円、補正後１，８１０万円、地方創生

拠点整備事業債、補正予算債８５０万円の減、５，０００万円、４，１５０

万円、合計１，３８０万円の減。補正前２億５，２２１万６，０００円、補

正後２億３，８４１万６，０００円でございます。 

 以上で説明を終わります。 

○西川議長 説明が終わりましたので、質疑はありませんか。 

 １１番 西澤議員。 

○西澤議員 ４ページの繰越明許費ですが、これは平成２９年度に繰り越して

いくという明細だと思いますが、その原因、それぞれ簡潔に説明していただ

きたいと思います。とりわけ、個人番号カードの交付事業５４万７，０００

円が繰り越しされます。この枚数、１枚５００円の手数料からみますと、約

１，１４０枚ほどあるんですが、これが繰り越されていくと。つまり、個人

番号カードの発行の申請が町民全体から見て進んでいないような状況がうか

がわれますが、進行状況と今後の見通し、説明をお願いしたいと思います。

それが１点です。 

 それから、２点目は９ページのところで見ました、いわゆる収入、９ペー
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ジやそれから説明のところの歳入で項目を見てみますと、着服事件の第三者

弁償３，０００万円が今回入るのかなと思っていましたら、その３，０００

万は入っていません。一般会計なり、特別会計なりにも計上しない、つまり、

弁護士を通じて第三者弁償がされている金額が保管されている状態だという

ように私は思いますが、何らかの記載が必要ではないかと思うんですが、そ

の見解、説明をお願いします。 

 それから、３つ目は１７ページの除雪費のところです。それぞれ一般質問

でも質問をされる予定の議員がおられますけれども、ここでは補正予算とし

て上がっている点で説明をお願いしたんです。除雪の委託の２，０００万が

計上され、当初予算と足しますと増えてくると思いますが、その点での課題、

そして、この２，０００万の金額で十分いけるのか、今の豪雪に見舞われた

ときの課題、それがどのように算定されるのか説明をお願いします。 

○西川議長 企画監理課長。 

○中川企画監理課長 まず、１つ目の繰り越しの明細のところを簡単にという

ことなので、企画は２つ説明させてもらいます。 

 まず、高虎公のキャラクターの商標登録の関係ですが、一応、商標登録を

する項目は調べたんですが、実際のふるさと館でちょっと販売してもらうの

に、地元の調整がまだ整っていないと。今はとりあえず改修の方に地元の方

が一生懸命やってくれているので、繰り越しをさせていただきました。 

 それと、地方創生拠点整備事業でありますが、これは１２月補正で上げさ

せてもらいましたが、内示については１月の末か２月の頭に来ましたので、

繰り越して進めるということで、今、金屋さんとの打ち合わせとか、そうい

う協議を今年度させてもらって、実際、入札なり業者の選定は来年度という

ことの予定をしております。 

 以上です。 

○西川議長 住民課長。 

○米田住民課長 個人番号カードの方の繰越明許費の方でございますが、国の

方から国庫支出金として５７万４，０００円が入ってまいりまして、番号制

度関連事務負担金ということで、Ｊ－ＬＩＳの方に地方公共団体情報システ

ム機構の方に５７万４，０００円を支払うというもので、それを年度を越え

て支払うということでございます。 

○西川議長 保健福祉課長。 

○小林保健福祉課長 保健福祉課の方では、臨時福祉給付金事業の方を今回３，

１５４万１，０００円という形で繰り越しさせていただいています。それは、

平成２８年度の臨時福祉給付金３，０００円の支給対象の方に対して、再度

２６年４月に実施した消費税値上げに伴う所得の少ない方への影響緩和とい
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う形で、これの申請受付の方が３月２日から２９年６月２日まで行うことに

なっておりますので、そういった形で明許させていただいています。 

○西川議長 教育総務課参事。 

○福原教育総務課参事 教育費につきましては、西小学校の体育館の東側の外

壁工事の改修なんですが、２８年度に予算計上させていただきましたが、設

計委託をしたところ、１５０万ほど足りなかったということで、この３月補

正で１５０万を計上させていただいて、翌年度に繰り越すというものでござ

います。 

○西川議長 西澤議員。 

○西澤議員 基本台帳のところで、個人番号の発行状況も質問させていただき

ましたが、抜けていますので、よろしくお願いします。 

○西川議長 住民課長。 

○米田住民課長 現在のところの発行状況といたしましては、約５８０枚ぐら

いです。 

○西川議長 建設水道課長。 

○北坂建設水道課長 除雪費の２，０００万でございますが、当初予算では１

００万円の計上をいたしております。足しまして、ただいま２，１００万円

の予算額となっておるところでございます。一般質問でもいろいろとご指摘

等いただいておりますが、まだ今のこの段階では２，１００万円ですが、２

月分が一部計上されておりませんので、トータルで多分２，３００から４０

０万円、また増えるかなと考えております。 

 課題といたしましては、路線の数はほぼ町道をあけていたと認識しており

ます。ただ、ほんの３０％弱の町道をどうするのかというところを今後検討

していくのかなと思っております。１００％の町道をあけるというのは困難

ではないかなと思っておるところでございますが、それをどういうふうな手

だてをしていくかというのが今後の課題かなと思っております。 

○西川議長 西澤議員。 

○西澤議員 そうしますと、今の除雪のところですけれども、２月分を足すと

合計で２，３００万、今、計上が２，１００万ですから、合計で。今の時点

でも超してしまう可能性も出てくるとすれば、これは専決で解決をするつも

りをされているのかなと思いますが、２月の除雪の費用がそこでわかってい

るなら、金額をその部分を含めた計上にするというのが正当だと思いますが、

そこはどういうようにして処理をされる予定ですか。 

○西川議長 建設水道課長。 

○北坂建設水道課長 日報などの精査、まだ確定ではございませんけれども、

精査をしていかなあかんという部分がまだ残ってはおります。それを精査し
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てもそんなに大きくは変わらないんかなという思いで、２３０かそんなもん

ですということをお答えさせてもらったもので、まだ今やっているところで

ございます。今のご指摘のとおり、専決の補正でその部分を足させていただ

きたいなと。 

○西澤議員 オーバーするんですか。 

○北坂建設水道課長 はい、そうです。超えます。超えるもので、その部分に

ついては、専決補正でお願いしたいというふうに思っております。 

○西川議長 ほかにありませんか。 

 総務課長。 

○中川総務課長 先ほどの３，０００万の件ですが、一応、弁償金という形で

町の方には収入しておりますが、その弁償金の名目自体が、弁償金といいま

すと、要するに町が請求をして返しますというのが弁償金という趣旨でござ

いますが、今回の３，０００万については町が請求したものではございませ

ん。相手方から返すと、第三者弁済で返すと言ってきたものですので、町の

方でその収入の科目だけの話なんですけれども、ないとすると寄付金になる

のかなと、ちょっとそれもどうかなと、その辺の整理がまだつけていなくて、

県とも協議しているというところです。最終は決算報告の中でさせていただ

くという形になるのかなと思いますが、趣旨からして、その３，０００万を

繰り越してどうのこうのとするようなものではないので、今回も繰り越しに

は上げていないと。いわゆる財源となってしまうという形ですね。もちろん、

それは町は担保しまして、それをきっちりと県に支払う県税であったりとか、

あるいは町の方で何税に充て込んでいくんやということを整理しないと、な

かなかちょっと収入、支出の整理がちょっとなかなかまだつけられない状況

がありますので。といいますのは、何税を幾ら取られたんやということを確

定していかなければいけないということもありますので、その３，０００万

だけをもってどうこうということは、なかなかしにくいという状況もあるの

で、今のところはそういう形で処理をさせていただいているということでご

理解をいただけたらと思います。 

○西川議長 ほかにありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○西川議長 ないようですから、これで質疑を終わります。 

 次に、日程第１４ 議案第１３号を議題とします。 

 議案を朗読させます。 

 局長。 

○陌間事務局長 議案第１３号 平成２８年度甲良町介護保険特別会計補正予

算（第３号）。 
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 上記の議案を提出する。 

 平成２９年３月６日。 

 甲良町長。 

○西川議長 本案に対する提案説明を求めます。 

 保健福祉課長。 

○小林保健福祉課長 議案第１３号 平成２８年度甲良町介護保険特別会計補

正予算（第３号）についてご説明申し上げます。予算書、表紙裏面をお願い

いたします。 

 今回の補正は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３００万円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７億９，７４２万５，０００円

とするものでございます。 

 それでは、１ページをお願いいたします。 

 歳入。３款 国庫支出金、補正額７９万５，０００円、４款 支払基金交

付金８４万円、５款 県支出金３７万５，０００円、６款 繰入金９９万円。

歳入合計、補正前の額７億９，４４２万５，０００円、補正額３００万円、

合計７億９，７４２万５，０００円とするものでございます。 

 ２ページをご覧ください。 

 歳出。２款 保険給付費、補正額３００万円。歳出合計は、歳入合計と同

額でございます。よろしくお願いいたします。 

○西川議長 説明が終わりましたので、質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○西川議長 ないようですから、これで質疑を終わります。 

 ここで休憩を取りたいと思います。 

（午前１０時２５分 休憩） 

（午前１０時４０分 再開） 

○西川議長 休憩前に引き続き、再開いたします。 

 ここでお諮りします。 

 これより審査願います日程第１５、議案第１４号から日程第２３、議案第

２２号までの平成２９年度の各会計当初予算については、会議規則第３９条

の第１項の規定により、お手元に配布しておきました議案付託表のとおり、

予算決算常任委員会に付託したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○西川議長 異議なしと認めます。よって、そのように決定いたしました。  

 それでは、日程第１５ 議案第１４号を議題とします。 

 議案を朗読させます。 

 局長。 
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○陌間事務局長 議案第１４号 平成２９年度甲良町一般会計予算。 

 上記の議案を提出する。 

 平成２９年３月６日。 

 甲良町長。 

○西川議長 本案に対する提案説明を求めます。 

 総務課参事。 

○宮川総務課参事 それでは、予算書の裏面をご覧ください。 

 議案第１４号 平成２９年度甲良町一般会計予算。 

 第１条 歳入歳出の総額を歳入歳出それぞれ４５億６５０万円とするもの

でございます。内容につきましては、第１表で説明いたします。 

 第２条 債務負担行為につきましては、第２表で説明いたします。  

 第３条 地方債につきましては、第３表で説明いたします。 

 第４条 一時借入金につきましては、借入最高額を６億円と定めるもので

ございます。 

 第５条 歳出予算の流用を定めるものでございます。 

 それでは、１ページをご覧ください。 

 第１表。歳入歳出予算、歳入。１款 町税８億３，７０５万１，０００円、

２款 地方譲与税３，４００万円、３款 利子割交付金１２０万円、４款 配

当割交付金３６０万円、５款 株式等譲渡所得割交付金２００万円、６款 地

方消費税交付金１億１，５７０万円、７款 自動車取得税交付金１，１００

万円、８款 地方特例交付金１９０万円。 

 ２ページをご覧ください。 

 ９款 地方交付税１４億６，３００万円、１０款 交通安全対策特別交付

金１３０万円、１１款 分担金及び負担金４，５９５万６，０００円、１２

款 使用料及び手数料２，５３６万５，０００円、１３款 国庫支出金２億

５，３７９万２，０００円、１４款 県支出金２億４，９９９万円、１５款

 財産収入２，９６７万８，０００円。 

 ３ページをご覧ください。 

 １６款 寄付金８，０１０万円、１７款 繰入金３億２，７８０万５，０

００円、１８款 繰越金４，０００万円、１９款 諸収入１億１，１７６万

３，０００円、２０款 町債８億７，１３０万円。歳入合計４５億６５０万

円でございます。 

 ４ページをご覧ください。 

 歳出。１款 議会費６，７７５万６，０００円、２款 総務費６億４，０

３９万２，０００円、３款 民生費１２億２，５０５万８，０００円、４款

 衛生費３億７０３万１，０００円、５款 労働費５４万８，０００円、６
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款 農林水産業費１億１，７５８万円。 

 ５ページをご覧ください。 

 ７款 商工費４，２７０万４，０００円、８款 土木費４億５，９６８万

６，０００円、９款 消防費８億１９７万２，０００円、１０款 教育費４

億２１５万円、１１款 災害復旧費２万５，０００円。 

 ６ページをご覧ください。 

 １２款 公債費４億３，７８９万１，０００円、１３款 諸支出金２０万

７，０００円、１４款 予備費３５０万円。歳出合計は、歳入合計と同額で

ございます。 

 次に、７ページをご覧ください。 

 第２表、債務負担行為。事項、滋賀県信用保証協会小規模企業者小口簡易

資金保証債務損失補償、期間、平成２９年度から平成４１年度まで、限度額、

実質損失額の１０分の８について、１９７万６，０００円でその損失を補償

するものでございます。 

 以下の５事業につきましては、期間といたしましては平成２９年度から平

成３０年度までとなっております。まず、都市計画マスタープラン改定事業、

１，１００万円、甲良東小学校修学旅行事業１３０万円、甲良西小学校修学

旅行事業１００万円、甲良中学校修学旅行事業５７０万円、学校保健検査事

業２２０万円でございます。 

 次に、８ページをご覧ください。 

 第３表、地方債。起債の目的、臨時財政対策債、限度額、１億４，１００

万円、高虎ふるさと館整備事業債９００万円、地方道路等整備事業債３，６

８０万円、公共事業等債（町道改良分）１，８００万円、防災センター整備

事業債（単独）２，９８０万円、防災センター整備事業債６億３，６７０万

円。計、８億７，１３０万円でございます。 

 以上で、説明を終わります。 

○西川議長 説明が終わりましたので、質疑はありませんか。 

 １１番 西澤議員。 

○西澤議員 事業、予算の細部にわたっては、予算決算常任委員会で論議がさ

れるものだと思いますが、予算編成の基本理念ですから、町長に３点お尋ね

をいたします。 

 これは、基本理念の総括にかかわることだと私は考えますので、主に予算

の概要の１ページ、２ページの部分であります。１つは、１ページの⑥、こ

れは各課の連携が強調されている記述になっていますが、過去には目につか

なかった内容だと思います。どのような行政事情を認識されて、そして何が

動機でこういうように連携を強調するということになったのかの説明をして
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いただきたいと思います。 

 ２つ目は、２ページの下の部分です。終わりの部分ですね。予算不足の手

当てがざっと記述されているわけですけども、合計しますと３億６００万不

足すると読み取れます。町税の収入の減、９００万も減収見込みがあること

など、財政基盤がさらに弱体化することが懸念されます。そのことがこのペ

ージの末尾の方で表明されています。そういう中にもかかわらず、防災セン

ターの建設を始めていくという予算が計上され、南部工業団地についても非

常に大事業が今後進んでいくということで、予算上の表明があります。この

点について、私は矛盾するというように思いますが、町長はどういうように

考えておられるのか。全協にて公約だという一言を言われましたが、その公

約の中身、防災センターの内容や必要性、それからどんなものを建てようと

しているのか、あの公約の中には詳細は記述されていません。そういう点で

はどう考えているのかということです。 

 ３つ目は、先ほども質問しましたが、着服事件にかかわる３，０００万の

第三者弁償です。これは、地方財政法や甲良町の規則から見ても、全ての行

財政、とりわけ財政の中身については公表するというのが大原則になってい

ます。ですから、着服事件が起きてから、１年がもう既に経過をするわけで

すね。３，０００万が入金されたとされる、つまり、私たちは確認できませ

ん。報告で書面でいただいているだけですから、金銭の報告はわからない状

況のままです。ですから、１年経過する中で、仮受けないしは仮の入金とい

う形で特別会計を設置するなり、またこれは最初のところの議案でも総務課

長に説明いただきましたが、税目が何なのかに特定しないと、これの入金と

いうのが明記されないということですけども、３，０００万が親から弁済さ

れたというのは事実だろうと思うんです。そういうように説明がありました

から、仮受けで何らかの処理をして、甲良町会計に入っているということを

書面で示す必要があると考えるんですけども、その３点、町長の基本理念で

すから、論議の基礎となると思いますので、よろしくお願いします。 

○西川議長 町長。 

○北川町長 予算の概要で今質問をいただいた部分では、各所属間の連携の徹

底、これについては当然のことでありますので、新年度の予算を執行するに

あたっては、各部署がしっかりと連携をとって予算を執行し、そして町民の

負託に応えるという意味で協力関係をしっかりと構築するということを前提

にしておりますので、そういう部分で予算編成にあたってはそういうことを

各課には強く理解をするようにという指示を出しております。したがって、

予算執行にあたっては万全の態勢で取り組んでいきたいと思います。 

 それと、防災センターにつきましては、これは私の選挙出馬の公約の１つ
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でもあります。甲良町においては自然災害、特に水害、大雨によるそういう

部分で犬上川も氾濫寸前というような事態も何回か経験もしております。そ

うした中で、防災センターを拠点としてそういう災害を未然に防ぐためのい

ろんな拠点の中で状況把握をするというような意味合いでは拠点が大事かな

ということと、消防団が毎月集まっていただいて、いろんな形で地域の安心、

安全のためのいろんな作業をしていただいています。その部分についても、

拠点施設がないというようなこともございます。そういうことも含めて消防

団の１つの拠点施設で、そこで常に集まっていただいて、いろんな協議、会

議も行っていただく、そして、防災センターをつくることによって、そのあ

いている空き地の部分で訓練活動もしっかりそこでやっていただく。あるい

は、いろんな災害が起きたときの、例えば救助活動やあるいは炊き出しや、

そうしたものにも使っていただくということと、それと前にも言いましたよ

うに、建設水道課の建物がもう耐震がゼロですので、いつ何時こわれるやわ

からないということもあって、そういう関係の部署は防災センターをつくる

ことによって、そこの事務所に入っていただくということと、もう一つ、裏

の倉庫、これを交差点改良をしますので、そのことによって立ち退きという

ことがもう確定しております。そういう部分で、そういう倉庫も同時に併設

をしてつくるというようなことで、いろんな形で防災センターの活用は何度

も説明しているのではないかなと思っております。 

 それと、着服の第三者弁済、これは着服した本人が自分で両親に僕はこの

程度の着服をしたというようなことの話ができているというようなことでは

ないかなということで、親が代理弁済をして、早いこと切りをつけたいとい

う相手側の思いかなと、これは私の想像ですから何ともわかりませんけれど

も、そういうことで第三者弁済が、こちらが要求しているわけでもないうち

にされたと認識をしております。 

 ただ、先ほど質問されたように、総務課長が答えていますように、こちら

は受けたわけですけれども、これは要は入ってきた収入と、それに対してそ

れを支出する部分が収入と支出のきちっとした科目、項目ができないことに

は、表に出してそれを予算として上げるということはまだ難しいという総務

課長の答弁であったと私も理解しておりますので、その点はよろしくお願い

したいと思います。 

○西川議長 西澤議員。 

○西澤議員 私の聞いたところで、ポイントが説明いただいていないと思うん

です。それは、この３，０００万が町の方から口頭で説明を受けているだけ

です。もちろん記録が議事録で残ってまいりますけども、こういうように預

かっているという書面はありません。ですから、私が言っているのは何らか
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の会計を設置して、仮受けでする必要がある、ないしは基金に置いておく。

つまり、収入のもとや使い道がわかってくるまで、何らかの方法で財政法に

基づいた記述を議会に示すというのはルールですから、それが必要ではない

かという点はどのようにお考えでしょうか。それが、１です。 

 それから、２つ目はこの⑥、１ページにある連携。これは以前も口頭では

何回か聞いていますし、記述にあったのかもしれません。だけども、課同士

の各課の連携がされていない事例が幾つも議員によっても指摘をされていま

すし、私自身も感じているところがあります。大きな事業で言えば、南部工

業団地の問題で、西明寺さんの隣接するところでいろいろ西明寺さんがボー

ルを投げておられます。文書も弁護士さんを通じて抗議文も出されています

し、また町の方からも西明寺さんにお願い文書が出されています。それにあ

たって、１つの事例ですけれども、そういう文書が出ていることは建設水道

課が知らないという状況もありました。そういう点では、大事な隣接する西

明寺さんですから、そことの折衝がどうなっているかというのは、庁舎内で

認識を共有していく必要があると思うんですけれども、そういう事例もふま

えてこういうようになったのかと私は聞いているんですが、それはどうなん

でしょうか。 

○西川議長 町長。 

○北川町長 着服の件については、先ほど総務課長が言いましたように、入と

出の関係をきちっと構築するということで、今現在、県の方に問い合わせた

り、協議をしたりしながら進めているというようなことでありますので、そ

のことが早急にある程度協議が進んで、どういう処理の仕方がいいのかとい

うことがわかれば、また議員の皆さんにもそのことはお示しをしようという

ことになろうと思います。 

 それと、横の連携の中で、工業団地の西明寺さんの件については、事ある

たびにいろいろと担当課の方が西明寺の方に説明にも行っております。もと

もと西明寺さんは工業団地をつくるということに対しては賛成をいただいて

おりました。ところが、ごみ焼却場の問題からちょっと考えが変わってきた

というようなことでありました。しかし、その後、ごみ焼却場の問題をここ

で議論するわけではありませんが、その問題については甲良町としては候補

地として手を挙げるということはいたしませんというようなことでありまし

たが、ただ、西明寺さんは湖東三山の１つの寺あるいは金剛輪寺もその湖東

三山の１つの寺ということで、愛荘が手を挙げているというようなこともあ

って、湖東三山として焼却場の問題があるというような説明もされて、そう

いうこともあって、我々もその都度、説明はさせてもらっていると思います。

そんな中で、ごみ焼却場の問題も今月中に確定するのか、４月まで及ぶのか
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ちょっとそれは管理者会の方で今、協議をしておりますので、もう少し時間

の猶予をいただきたいと思いますが、それとは別に、工業団地の方は理解を

いただきながら進めていきたいと思っておりますので、西明寺さんの考えそ

のものがどういう方向かということは、私らも説明をしっかりさせてもうて

理解をいただくということに尽きると思っております。 

○西川議長 西澤議員。 

○西澤議員 南部工業団地の是非を私は聞いているわけじゃないんですね。こ

の⑥にあるのは、連携のことが強調されているわけですから、そういう連携

から外れた事例をふまえてやっているのかということで質問していますので、

そういう連携が不足している事例を認識されているのであれば、こういう事

例があったというのを示していただければ結構なんです。南部工業団地の是

非、それから、西明寺さんの協力関係云々は、私は今、質問をしていません。

そういうことを担当する課が共有してちゃんとやっているのかということで

聞いていますのでお願いします。 

 それから、もう一つは財政法の関係で、３，０００万という金額です。金

額の多い少ないはありません。条文は直接、私が示すことは今できませんけ

れども、甲良町の保有財産、会計、金額等々、それは全て議会に報告すると

いうのが大原則になっています。そこから見て、何らかの手当てをする。県

との協議と言われましたけれども、町がきちっと判断するというのが大事で

はないですか。このこと２点、お願いします。 

○西川議長 企画監理課長。 

○中川企画監理課長 南部工業団地の内部の体制でありますが、企画から所管

しておりまして、当然、大きい事業でありますので、当初から総務課と産業

課と建設水道課で情報共有しながら進めております。途中から環境のことも

想定できますので、昨年から住民課長を入れて定例的な打ち合わせをしてお

ります。 

○西川議長 総務課長。 

○中川総務課長 予算書に上がっていないやんかというようなことですが、隠

しているわけでもありませんし、入った直後には議員の皆様には一応こうい

う形で入りましたので報告させていただきますということでいったんさせて

いただいておりますので、その事務処理の部分で少し手こずっているという

言い方は変ですけども、整理の仕方をやむ雲に何でもええというわけにはい

きませんので、これは予算ですので、しっかりとやっぱりやらなければいけ

ないということがありますので、例えばええかげんに雑入で受けておくんか

いと、そんなわけにもいきませんし、寄付金というのもちょっとどうなんや

ろなということもありますので、その辺を県とも整理しながらどういうふう
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なことにしていこうかということで今やっているという段階ですので、その

辺は少し了承いただいて、これが議会に何も報告していませんよということ

であれば、これは大問題だと思うんですけれど、ああいった時点で早い時期

には報告させていただいているということで少しご理解をいただけたらとは

思います。 

○西川議長 ほかにありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○西川議長 ないようですから、これで質疑を終わります。 

 次に、日程第１６ 議案第１５号を議題とします。 

 議案を朗読させます。 

 局長。 

○陌間事務局長 議案第１５号 平成２９年度甲良町国民健康保険特別会計予

算。 

 上記の議案を提出する。 

 平成２９年３月６日。 

 甲良町長。 

○西川議長 本案に対する提案説明を求めます。 

 住民課長。 

○米田住民課長 それでは、議案第１５号 平成２９年度甲良町国民健康保険

特別会計予算についてご説明を申し上げます。予算書表紙裏面をお願いいた

します。 

 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１０億９，５５２万７，０００

円にお願いするものでございます。債務負担行為につきましては、第２表、

債務負担行為でご説明申し上げます。一時借入金の借り入れの最高額は６億

円と定めるものでございます。 

 それでは、１ページ。第１表、歳入歳出予算をお願いいたします。 

 歳入。１款 国民健康保険税１億６，５６８万円、２款 使用料及び手数

料６万円、３款 国庫支出金２億４，２９３万４，０００円、４款 療養給

付費交付金１，４５０万６，０００円、県支出金７，８２１万９，０００円、

６款 共同事業交付金２億２，５６５万８，０００円、７款 財産収入１，

０００円、８款 繰入金１億３，５４２万９，０００円、９款 繰越金１，

０００円。 

 次のページをお願いいたします。 

 １０款 諸収入１００万８，０００円、１１款 前期高齢者交付金２億３，

２０３万１，０００円。歳入合計１０億９，５５２万７，０００円をお願い

するものでございます。 



－36－ 

 続きまして、３ページをお願いいたします。 

 歳出。１款 総務費４，１５９万４，０００円、２款 保険給付費６億８

９９万１，０００円、３款 老人保健拠出金８，０００円、４款 介護保険

納付金４，６０５万１，０００円、５款 共同事業拠出金２億４，９６７万

４，０００円、６款 保険事業費２，８９３万円、７款 基金積立金１，０

００円。 

 ４ページをお願いいたします。 

 ８款 諸支出金９０万１，０００円、９款 公債費６３５万円、１０款 後

期高齢者支援金等１億１，０７２万円、１１款 前期高齢者納付金４２万１，

０００円、１２款 予備費１８８万６，０００円。歳出合計は歳入合計と同

額でございます。 

 次、５ページ。 

 第２表、債務負担行為。事項、データヘルス計画および特定健康診査等実

施計画策定事業、期間、平成２９年度から平成３０年度まで、限度額７００

万円をお願いするものでございます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○西川議長 説明が終わりましたので、質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○西川議長 ないようですから、これで質疑を終わります。 

 次に、日程第１７ 議案第１６号を議題とします。 

 議案を朗読させます。 

 局長。 

○陌間事務局長 議案第１６号 平成２９年度甲良町後期高齢者医療事業特別

会計予算。 

 上記の議案を提出する。 

 平成２９年３月６日。 

 甲良町長。 

○西川議長 本案に対する提案説明を求めます。 

 住民課長。 

○米田住民課長 議案第１６号 平成２９年度甲良町後期高齢者医療事業特別

会計予算についてご説明申し上げます。予算書表紙裏面をお願いいたします。 

 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ７，３５０万４，０００円と定

めるものでございます。 

 １ページをお願いいたします。 

 第１表、歳入歳出予算。歳入。１款 後期高齢者医療保険料４，３４２万

１，０００円、２款 使用料および手数料１万円、３款 繰入金２，９８６
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万３，０００円、４款 繰越金８万９，０００円、５款 諸収入１２万１，

０００円。歳入合計７，３５０万４，０００円をお願いするものでございま

す。 

 ２ページをお願いいたします。 

 歳出。１款 総務費５７０万９，０００円、２款 後期高齢者医療広域連

合納付金６，７５８万６，０００円、３款 諸支出金１９万８，０００円、

４款 予備費１万１，０００円。歳出合計は、歳入合計と同額でございます。  

 以上、よろしくお願いいたします。 

○西川議長 説明が終わりましたので、質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○西川議長 ないようですから、これで質疑を終わります。 

 次に、日程第１８ 議案第１７号を議題とします。 

 議案を朗読させます。 

 局長。 

○陌間事務局長 議案第１７号 平成２９年度甲良町介護保険特別会計予算。 

 上記の議案を提出する。 

 平成２９年３月６日。 

 甲良町長。 

○西川議長 本案に対する提案説明を求めます。 

 保健福祉課長。 

○小林保健福祉課長 議案第１７号 平成２９年度甲良町介護保険特別会計予

算についてご説明申し上げます。予算書表紙裏面をお願いいたします。 

 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ７億７，３７２万５，０００円

と定めるものでございます。一時借入金の借り入れの最高額は１億５，００

０万円と定めます。 

 １ページをお願いいたします。 

 第１表、歳入歳出予算。歳入。１款 保険料１億５，２０２万７，０００

円、２款 使用料および手数料１，０００円、３款 国庫支出金１億８，３

６７万８，０００円、４款 支払基金交付金２億４０５万９，０００円、５

款 県支出金１億４２５万円、６款 財産収入１万５，０００円、７款 繰

入金１億２，８６９万円、８款 繰越金１００万円、９款 諸収入５，００

０円。 

 ２ページをお願いいたします。 

 歳入合計７億７，３７２万５，０００円です。 

 続いて、３ページをお願いいたします。 

 歳出の部。１款 総務費３，４５９万３，０００円、２款 保険給付費７
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億１，０６１万９，０００円、３款 地域支援事業費２，４９５万６，００

０円、４款 基金積立金１万５，０００円。 

 ４ページをお願いいたします。 

 ５款 公債費１，０００円、６款 諸支出金３０万１，０００円、７款 予

備費３２４万円。歳出合計は、歳入合計と同額でございます。どうぞよろし

くお願いいたします。 

○西川議長 説明が終わりましたので、質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○西川議長 ないようですから、これで質疑を終わります。 

 次に、日程第１９ 議案第１８号を議題とします。 

 議案を朗読させます。 

 局長。 

○陌間事務局長 議案第１８号 平成２９年度甲良町墓地公園事業特別会計予

算。 

 上記の議案を提出する。 

 平成２９年３月６日。 

 甲良町長。 

○西川議長 本案に対する提案説明を求めます。 

○西川議長 住民課長。 

○米田住民課長 議案第１８号 平成２９年度甲良町墓地公園事業特別会計予

算についてご説明申し上げます。予算書表紙裏面をお願いいたします。 

 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２２６万５，０００円と定める

ものでございます。 

 １ページ、第１表をお願いいたします。 

 第１表、歳入歳出予算。歳入。１款 繰越金１万円、２款 使用料および

手数料１６６万円、３款 諸収入２万１，０００円、４款 財産収入１万円、

５款 繰入金５６万４，０００円。歳入合計は２２６万５，０００円でござ

います。 

 続きまして、２ページをお願いいたします。 

 歳出。１款 墓地公園管理費５９万５，０００円、２款 諸支出金１６６

万円、３款 予備費１万円。歳出合計は、歳入合計と同額でございます。  

 以上、よろしくお願いいたします。 

○西川議長 説明が終わりましたので、質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○西川議長 ないようですから、これで質疑を終わります。 

 次に、日程第２０ 議案第１９号を議題とします。 
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 議案を朗読させます。 

 局長。 

○陌間事務局長 議案第１９号 平成２９年度甲良町住宅新築資金等貸付事業

特別会計予算。 

 上記の議案を提出する。 

 平成２９年３月６日。 

 甲良町長。 

○西川議長 本案に対する提案説明を求めます。 

 人権課長。 

○陌間人権課長 議案第１９号 平成２９年度甲良町住宅新築資金等貸付事業

特別会計予算をご説明申し上げます。表紙裏面をお願いします。 

 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１，９５６万１，０００円と定

めるものでございます。一時借入金につきましては、最高限度額を２，００

０万円と定めるものでございます。 

 続きまして、１ページをお願いします。 

 第１表、歳入歳出予算。歳入。１款 県支出金６３万２，０００円、２款

 繰入金８７３万６，０００円、３款 繰越金１，０００円、４款 諸収入

１，０１９万２，０００円。歳入合計１，９５６万１，０００円でございま

す。 

 続きまして、２ページをお願いします。 

 歳出。１款 総務費９５１万８，０００円、２款 公債費１０４万１，０

００円、３款 諸支出金９００万円、４款 予備費２，０００円。歳出合計

は、歳入合計と同額でございます。 

 以上、よろしくお願いします。 

○西川議長 説明が終わりましたので、質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○西川議長 ないようですから、これで質疑を終わります。 

 次に、日程第２１ 議案第２０号を議題とします。 

 議案を朗読させます。 

 局長。 

○陌間事務局長 議案第２０号 平成２９年度甲良町土地取得造成事業特別会

計予算。 

 上記の議案を提出する。 

 平成２９年３月６日。 

 甲良町長。 

○西川議長 本案に対する提案説明を求めます。 
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 人権課長。 

○陌間人権課長 議案第２０号 平成２９年度甲良町土地取得造成事業特別会

計予算をご説明申し上げます。表紙裏面をお願いします。 

 歳入歳出予算の総額をそれぞれ６００万２，０００円と定めるものでござ

います。 

 １ページをお願いします。 

 第１表、歳入歳出予算。歳入。１款 財産収入６００万円、２款 繰越金

１，０００円、３款 諸収入１，０００円。歳入合計６００万２，０００円

でございます。 

 次、２ページをお願いします。 

 歳出。１款 公共事業用地取得事業費１００万円、２款 諸支出金５００

万円、３款 予備費２，０００円。歳出合計は、歳入合計と同額でございま

す。 

 以上、よろしくお願いします。 

○西川議長 説明が終わりましたので、質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○西川議長 ないようですから、これで質疑を終わります。 

 次に、日程第２２ 議案第２１号を議題とします。 

 議案を朗読させます。 

 局長。 

○陌間事務局長 議案第２１号 平成２９年度甲良町下水道事業特別会計予算。 

 上記の議案を提出する。 

 平成２９年３月６日。 

 甲良町長。 

○西川議長 本案に対する提案説明を求めます。 

 建設水道課長。 

○北坂建設水道課長 それでは、議案第２１号 平成２９年度甲良町下水道事

業特別会計予算についてご説明申し上げます。表紙裏面をお願いいたします。 

 歳入歳出予算の総額をそれぞれ４億８，０６５万９，０００円とお願いす

るものでございます。第１表にて内容を説明させていただきます。第２条、

債務負担行為でございます。第２表でご説明申し上げます。第３条、地方債

でございます。第３表でご説明申し上げます。第４条、借り入れの最高額を

３億円と定めるものでございます。第５条、歳出予算の流用について、歳出

予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、下記のとおりでご

ざいます。 

 それでは、１ページをお願いいたします。 
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 第１表、歳入でございます。１款 分担金及び負担金９７万６，０００円、

２款 使用料及び手数料９，２２０万円、３款 国庫支出金１，２４０万円、

４款 財産収入３万２，０００円、５款 繰入金２億１，９４９万９，００

０円、６款 繰越金１０万円、７款 諸収入２５万２，０００円、８款 町

債１億５，５２０万円。歳入の合計額は４億８，０６５万９，０００円でご

ざいます。 

 ２ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。１款 総務費５，１１９万８，０００円、２款 下水

道事業費８，１１４万４，０００円、３款 公債費３億４，７８１万７，０

００円、４款 予備費５０万円。歳出合計額は、歳入合計と同額でございま

す。 

 ３ページをお願いします。 

 第２表です。債務負担行為でございます。事項、下水道事業公営企業化移

行事業、期間、平成２９年度から平成３１年度まで、限度額は４，８００万

円でございます。 

 ４ページをお願いいたします。 

 第３表、地方債でございます。起債の目的は公共下水道事業債、限度額を

５８０万円、資本費平準化債が１億２，０００万円、流域下水道事業債１，

１５０万円、公営企業会計適用債１，７９０万円。起債の合計額は１億５，

５２０万円でお願いするものでございます。 

 以上、よろしくお願いします。 

○西川議長 説明が終わりましたので、質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○西川議長 ないようですから、これで質疑を終わります。 

 次に、日程第２３ 議案第２２号を議題とします。 

 議案を朗読させます。 

 局長。 

○陌間事務局長 議案第２２号 平成２９年度甲良町水道事業会計予算。 

 上記の議案を提出する。 

 平成２９年３月６日。 

 甲良町長。 

○西川議長 本案に対する提案説明を求めます。 

 建設水道課長。 

○北坂建設水道課長 それでは、議案第２２号 平成２９年度甲良町水道事業

会計予算についてご説明申し上げます。 

 まず、２条、業務の予定量、給水口数２，８００口、年間総給水量９２万
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立方メートル、１日平均給水量２，５２１立方メートル、主要な建設改良工

事といたしましては、配水池外壁工事でございます。 

 それでは、３条、収益的収入および支出でございます。収入の部、第１款

 水道事業収益２億４５１万７，０００円。支出の部、第１款 水道事業費、

水道事業収益同額でございます。 

 続きまして、２ページをお願いいたします。 

 ４条、資本的収入および支出でございます。収入の部、第１款 資本的収

入１，０００円。支出の部、第１款 資本的支出９，０３４万６，０００円、

資本的収入額が資本的支出額に不足する額９，０３４万５，０００円は、当

年度損益勘定留保資金５，６３３万８，０００円、繰越利益剰余金３，４０

０万７，０００円で補填するものでございます。 

 第５条、一時借入金の限度額は１億円でございます。 

 第６条、予定支出の各項の経費の金額の流用でございます。流用できる場

合は下記の１番、２番でございます。 

 第７条、議会の議決を経なければ流用することのできない経費でございま

す。職員給与費１，５４６万９，０００円でございます。 

 第８条、他会計からの負担金でございます。他会計からの負担される金額

は５２４万４，０００円でございます。 

 第９条、利益剰余金の処分でございます。建設改良積立金３，４００万７，

０００円でございます。 

 第１０条、棚卸資産の購入限度額は３００万円と定めるものでございます。 

 以上、どうぞよろしくお願いします。 

○西川議長 説明が終わりましたので、質疑はありませんか。 

 西澤議員。 

○西澤議員 水道事業の全体にかかわることだと思いますので、１点質問しま

す。 

 １つは、以前から懸案になっていました盗水の疑惑です。以前から私も他

の議員も質問していると思いますが、盗水疑惑は一切なくなったという宣言

ができるのかという質問やそういう疑惑は一切解消されたという宣言を行う

べきだというように思っていますが、この１８ページ、特別会計の記述のと

ころでも、そのことに全力を挙げるなり、それからそのことで体制を強化す

るということが書かれていませんが、水道事業の公平さ、公正さを確保する

上で、甲良町では大事な問題、課題なんですよね。そこをどういうように考

えておられるのか、単に記述が漏れたということなのか、それともこういう

ように考えているというのを説明お願いいたします。 

○西川議長 建設水道課長。 
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○北坂建設水道課長 以前からご説明させてもらっていますとおり、現在は漏

水調査などの各戸の点検をしておるところでございます。いずれはメーター

交換でさらにはっきりとすることと感じておりますが、今の段階でそのよう

な解消したということを宣言するようなものではないと思っております。 

○西川議長 ほかにありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○西川議長 ないようですから、これで質疑を終わります。 

 次に、日程第２４ 甲良町選挙管理委員および同補充員の選挙を行います。 

 お諮りします。選挙の方法は地方自治法第１１８条第２項の規定により、

指名推選にしたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○西川議長 異議なしと認めます。 

 よって、選挙の方法は指名推選で行うことに決定しました。 

 指名の方法については、本職において指名することにご異議ありませんか。  

（「異議なし」の声あり） 

○西川議長 異議なしと認めます。 

 よって、本職において指名することに決定しました。 

 甲良町選挙管理委員に、池寺の村岸啓司氏、横関の 川絹子氏、長寺の橋

本猛氏、下之郷の西堀與一氏を、同補充員の第１順位に金屋の佐々木清一氏、

第２順位に呉竹の山本義美氏、第３順位に尼子の髙橋謙一氏、第４順位に法

養寺の白木澄治氏を指名します。 

 お諮りします。 

 ただいま指名しました村岸啓司氏、 川絹子氏、橋本猛氏、西堀與一氏を

甲良町選挙管理委員に、また、同補充員の第１順位に佐々木清一氏、第２順

位に山本義美氏、第３順位に高橋謙一氏、第４順位に白木澄治氏を甲良町選

挙管理委員補充員の当選人と定めることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○西川議長 異議なしと認めます。 

 よって、ただいま指名しました方々が甲良町選挙管理委員および同補充員

に当選されました。 

 次に、日程第２５ 同意第１号を議題とします。 

 議案を朗読させます。 

 局長。 

○陌間事務局長 同意第１号 甲良町公平委員会委員の選任につき、同意を求

めることについて。 

 上記の議案を提出する。 
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 平成２９年３月６日。 

 甲良町長。 

○西川議長 本案に対する提案説明を求めます。 

 町長。 

○北川町長 甲良町公平委員会委員の選任につき、同意を求めることについて。

甲良町公平委員会委員のうち１名が任期満了となるため、次の者を選任する

ことにつき、地方公務員法第９条の２第２項の規定により、議会の同意を求

める。 

 住所、犬上郡甲良町大字法養寺５１２番地、氏名、松原久司、生年月日、

昭和２２年３月２３日。 

 提案理由としましては、松原久司は企業に４０年余り勤務をされ、その中

で労務管理等の業務経験も長く、人事行政に精通をされております。また、

公平委員の職務も理解をされており、行政の知識、経験とも豊富であること

から、適任者であると判断し、今回、３期目になりますがお願いするもので

あります。よろしくお願いします。 

○西川議長 説明が終わりましたので、質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○西川議長 ないようですから、これで質疑を終わります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○西川議長 ないようですから、これで討論を終わります。 

 これより同意第１号を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり同意することに賛成の方はご起立願います。 

（賛成者起立） 

○西川議長 ご着席願います。 

 起立全員であります。 

 よって、同意第１号は同意されました。 

 ここで、暫時休憩したいと思います。開会を午後１時としたいと思います。

よろしくお願いします。 

（午前１１時３７分 休憩） 

（午後 １時００分 再開） 

○西川議長 休憩前に続きまして、再開します。 

 ここで、１点訂正します。 

 議案第１１号の新規条例については、全協での総務課長の説明や午前中の

野瀬議員の質問で２回否決されたという発言でしたが、今回で４回目の上程
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となりますので、訂正いたします。 

 次に、日程第２６ 一般質問を行います。 

 発言通告書が提出されていますので、これより許しますが、発言時間につ

いて申し上げます。諸般の都合により、本日の質問時間については、会議規

則第５６条第１項の規定により１人３０分以内とします。ただし、質問の途

中であれば多少の延長も認めますので、質問者は時間が来れば簡潔にまとめ

て質問をしてください。なお、答弁する人も簡潔明瞭に答弁をお願いします。 

 それでは、最初に６番 阪東議員の一般質問を許します。 

 ６番 阪東議員。 

○阪東議員 ６番 阪東です。今ほど西川議長のお許しをいただきましたので、

これより通告書に従って一般質問の方をさせていただきたいと思います。 

 まず最初に、昨年の４月以降、施行されました改正農業協同組合法の一部

改正により、農業委員会等についても改正をされました。改正の趣旨につき

ましては、農地利用の最適化、担い手の集積、集約化、耕地放棄田の発生防

止というところで、それと新規参入の人々を促進するという改正の内容です。

改正の中で、農業委員の選出方法を公選制から市町の選任に変更されたと聞

いております。そういった中で、農地の利用の最適化推進委員の新設とか、

農業委員会をサポートするための都道府県の段階ならびに全国的に段階的に

農業委員のネットワークを構築されたというところでございます。これは、

４２条というところで改正をされたということです。 

 そこでお聞きをしたいと思います。甲良の農業委員会の対応につきまして、

昨年の１２月議会で新たな推進委員の人数と手当というものが条例で可決さ

れたわけです。農業委員会も組織もこの７月から新たな枠組みをもって変更

されるとなっております。そういった中で、選出にあたって今現在、全然議

会の方には報告がないと思いますので、この機会に人的な枠組みと甲良町と

しての姿勢と見解、スタンスなんですけれども、それをお聞かせ願いたいと

思います。よろしくお願いします。 

○西川議長 産業課長。 

○川嶋産業課長 阪東議員の質問にお答えさせていただきます。 

 農業委員会の定数の基準につきましては、甲良町の農地面積から１４名の

委員を募集したところでございます。それと、委員構成につきましては、認

定農業者または準ずる者が委員数の過半以上になるという規定がございます。

それと、一部に利害関係を有さない者が入っていること、それと、年齢、性

別に偏りがないということで、特に女性の委員さんを入れるということにな

っております。 

 甲良町におきましては、構成要件を各字の農業組合長に報告させていただ
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きまして、町民には広報あるいはホームページなどで周知し、推薦や応募を

募ったところでございます。委員の選任にあたっては、あらかじめ今まで地

区の枠組みとかいうのがあったわけですけれども、今回につきましては定数

枠を設けての推薦を求めることは、応募しようとする者の選任の機会を制限

することとなるので適当ではないとは考えておりますけれども、しかし、地

域においては、その中心となって農業を行っている方に意見が反映できると

いうことが望ましいと考えておりますので、一応、農業組合長さんにはその

旨を伝えたところでございます。 

○西川議長 阪東議員。 

○阪東議員 今ほどの答弁の中で、準ずる者という中身が含まれていましたけ

ど、この準ずる者という要件の内容について再度ご質問させてもらいます。 

○西川議長 産業課長。 

○川嶋産業課長 認定農業者はあくまでも個人の認定を受けておられる方でご

ざいますけれども、準ずる者といたしましては、法人の組織に入っておられ

て、そこで役職をやっておられる方等がその準ずる者に該当すると思ってお

ります。 

○西川議長 阪東議員。 

○阪東議員 推薦の枠の中に、外部からの推薦というか、ＪＡも多分推薦を出

していると思うんですけど、そういった意味は他の市町村も一応そういう推

薦でＪＡの方に出していると思うんです。そういったところについてのほか

の地域に対してイコールにするとかいうことはなかったんですか。 

○西川議長 産業課長。 

○川嶋産業課長 たしかＪＡの方から推薦はございましたけれども、それは各

在所の方でも同じ方がダブって推薦ということになりましたので、一応、Ｊ

Ａの方を推薦ということで、人数に入れさせておりますので、地元との調整

が何かできているような感じでございましたので、その方をさせていただき

ました。 

○西川議長 阪東議員。 

○阪東議員 今後、ＪＡの枠というのは今後も推薦していくだろうと思います。

そういった中でどうするんかということは、やっぱり彦根市、また近隣市町

村との兼ね合いもふまえてしっかり考えていただきたいなと思っております。 

 次に、その農業委員と最適化推進委員という呼び名になってくると思うん

ですけれども、それの責任と権限、そういうものはどうなるんかという関わ

り方、それはどうなるかお聞きしたいと思います。 

 また、やっぱり今の最適化推進委員というのは、ある程度の知識と理解が

ないとできないと思うんですけれども、そういう当て方をどういうふうにさ
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れるのかということをお聞きします。 

○西川議長 産業課長。 

○川嶋産業課長 農業委員さんにつきましては、農業委員は農地の権利移動あ

るいは転用に関する許認可等の審議をしていただくということになっており

ます。農地利用の最適化、担い手への農地集積に関する指針等の作成も農業

委員の仕事でございます。 

 推進委員につきましては、農地利用の担い手への農地集積等を推進するた

め、最適化推進委員は農業委員会が定めた地区、区域において現場活動を行

っていただくということになっています。 

 それと、農地利用の最適化推進作成に当然、推進委員さんとしての意見も

反映してもらうということになっております。具体的には、担当区域の人・

農地プランというのがございますので、その作成にも関与していただくとい

うことが推進委員でございます。また、個人的には個別訪問や話し合いへの

参加で、農地の出し手、受け手の意向調査等もしていただくということが推

進委員の仕事になっております。 

○西川議長 阪東議員。 

○阪東議員 ありがとうございました。次に、③の方で登用に求められている

女性推進委員ということも先ほどお話があったんですけれども、今後やっぱ

り女性が出てくるということで、その女性を増やしていくという視点を甲良

町としてどう考えておられるのかお聞きしたいと思います。 

○西川議長 産業課長。 

○川嶋産業課長 女性農業者等がより輝けるために、女性の目線の意見をこの

指針に反映していただきたいなということがございます。それとやはり、農

村を守る役割としては、やっぱり女性の方が必要でございますので、特に食

の大切さ、あるいは食育の取り組み等のことについて頑張っていただきたい

と思っておりますし、農産物の地産地消の推進ということも含めまして、特

に野菜栽培等につきましては、女性の農業者等が頑張っていただきたいなと

いう思いがございます。 

○西川議長 阪東議員。 

○阪東議員 女性委員は、今、何名を思っておられるんですか。 

○西川議長 産業課長。 

○川嶋産業課長 何名ということはないんですけれども、女性に出ていただき

たいということで、各農業組合長さんには言わせていただきまして、今現在

のところ１名の応募がございました。 

○西川議長 阪東議員。 

○阪東議員 ７月からしっかりそういう形をやっていただくように是が非でも



－48－ 

次の後継者の方に運営をしっかりしていただきたいなと思っております。 

 次に、３３年ぶりの大雪について質問をさせていただきたいと思います。 

 今年の冬は冬型の気圧配置が続き、強烈な寒気が居座りまして、西日本の

日本海側から北陸各地、当地域でも１９８４年、３３年ぶりの記録的な大雪

になりました。これらの記録的な大雪の影響で、電車やバスなど交通機関に

も非常に影響が出ました。電線や樹木の着雪、農産物の管理にも多大な影響

があったように思います。そこで、質問をさせていただきます。農産物の施

設、この近隣の地域についてはどのような被害状況なのかお答え願いたいと

思います。 

○西川議長 産業課長。 

○川嶋産業課長 町内のパイプハウス、全半壊を合わせまして７棟の被害の報

告を受けております。面積につきましては、１，３３４平米でございます。

地区におきましては、下之郷、尼子、北落、金屋でございます。特に、農産

物におきましては、尼子の２棟、サブセンターの方でブロッコリーとホウレ

ンソウに被害があったということを聞いております。 

○西川議長 阪東議員。 

○阪東議員 被害金額等についての状況は、把握されていますでしょうか。  

○西川議長 産業課長。 

○川嶋産業課長 この被害につきましては、県の方で取りまとめをしておりま

して、その情報をいただきまして、甲良町といたしましてはパイプハウス等

を含めまして４６５万９，０００円ということで県の方から聞いております。 

○西川議長 阪東議員。 

○阪東議員 続いて、この雪で道の駅で販売している農産物の品薄ということ

が懸念されたわけなんですけれども、消費者に迷惑をかけているのではない

かなと思っておったんですけれども、補うために外部から生鮮食品について

の成果品を入手されたかどうかというところをお伺いします。 

○西川議長 産業課長。 

○川嶋産業課長 これも道の駅の方に確認をさせてもらったところでございま

すけれども、大雪の当日は農産物におきましても品薄であったということを

聞いております。それで、一応市場からの入手も検討されたということでご

ざいますけれども、市場にも農産物が入らないというような状況でありまし

て、準備することができなかったという報告をいただいております。 

○西川議長 阪東議員。 

○阪東議員 今、天気予報も発達もしていますし、そういうような状況につい

てはリアルにわかる時代ですので、品薄にならない程度の管理についても道

の駅の期待をしたいと思います。 
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 続いて、３番目の今回の大雪で多分、住民苦情というようなものが沢山出

てきたんではないかなと思います。実際どのような苦情があったのか質問し

たいと思います。 

○西川議長 建設水道課長。 

○北坂建設水道課長 １月１４日から３日間、２３日から３日間、２月ですと

１１日から２日間の出動がございましたが、苦情につきましては、雪の塊を

家の前に置かないでくれということ、もう一度、除雪をしていただきたい、

除雪した雪が残っていると、道ががたがたであるのに除雪をもっとしっかり

してほしいということ。あと、除雪路線に入っていないので、除雪路線に入

れてほしいというご意見をいただいておるところでございます。 

○西川議長 阪東議員。 

○阪東議員 甲良町は私も通勤をしていますけれども、まだまだ彦根市に比べ

れば対応が早かったんちゃうんかなと思っておるんですけれども、いろんな

苦情が出てくると思うんですけれども、今後とも近隣住民、いろんな住民の

ために努力をしていただきたいと思います。 

 次に、④ですけれども、集落内の除雪については、町としては幹線のみと

いうのが近年ほとんどで、本当に集落の中というのが実際されていない状態

です。そういった中で、やはり集落は集落というところでお願いする必要が

あるだろうと。まして、そういうようなときに防災の関係とかいうところに

ついても、火事がいっても大変ですし、また救急車が入ることもできないと

いうことで、以前、除雪ライトバンというトラクターにつけるライトバンと

か、軽につけるライトバンを補助されたかもわかりませんけれども、ほとん

どもう今やっている集落もありますけれども、やれていない集落もあろうと

思います。そういった意味で、やはりある程度、補助を出しながら、当然、

町だけではできないと思うので、やっぱり集落の活動を活かした、そういう

補助ということも検討されてはどうかなということで質問したいと思います。  

○西川議長 建設水道課長。 

○北坂建設水道課長 集落への協力体制と、また各種団体への協力体制という

ところ、現在もご協力いただいておる集落はございますが、今後またもっと

拡大などということも検討していき、甲良町まちづくり交付金や宝くじ助成

などを活用していただいて、除雪機や排土板の購入を周知していきたいなと

考えております。 

○西川議長 阪東議員。 

○阪東議員 集落の道というのは、ほとんど小さな道というところが沢山あろ

うかと思います。そういった意味で、ライトバンでも値段も張るもんではな

いと思いますので、是が非でも少しずつ検討して、雪が降れば甲良町は道が
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完全にあいているという環境づくりに、町としても協力をするということで

お願いしたいなと思っております。 

 それと次に、⑤の中学校、積雪のとき、私も彦根の方に通勤をしている関

係上、たまたま甲良町の方では早くその日はお休みにされたんですけれども、

彦根の中学校というのはもうアイスバーンになって、８号線も動いていない

状態でも、自転車に乗って通学をしている光景を見たんですけれども、その

ような通学の基準、甲良町としてどの基準で、例えば歩いて来てよとか、歩

いて来る場合については当然その日はクラブ活動もできないと思いますので、

そういうようなところに今後はコントロールしていかんとあかんと違うかな

と思うので、その基準がどうなっているかを説明お願いします。 

○西川議長 学校教育課長。 

○藤村学校教育課長 まず、子どもたちの安全第一を考えて行っております。

基準としましては、午前７時に大雪等を含む特別警報および暴風を含む警報

が発令されているときは臨時休校となります。そして、そのほかの警報が発

令された場合は、気象状況により学校と教育委員会が協議をして、臨時休業

や始業や終業の時間の変更を行っているところでございます。 

○西川議長 阪東議員。 

○阪東議員 その基準はないんですかね。大体こんだけ降ったら、もう乗って

くるなよというふうな形はないんですかね。 

○西川議長 学校教育課長。 

○藤村学校教育課長 中学校に確認しましたら、積雪時の自転車通学について

は、特に決め事はないと。ただ、それぞれの子どもたちが降雪、積雪状況や

道路の状況を判断して、自転車や徒歩で登校をしているということです。今

回の大雪では、ほとんどの生徒が歩いて登校していたということでございま

す。 

○西川議長 阪東議員。 

○阪東議員 それでよければいいんですけれども、今、甲良中についてはヘル

メットもかぶっていませんし、できるだけヘルメットも早く手配もしてもら

って、危険な通学という形を除去できるように体制づくりをお願いしたいな

と思っております。 

 続きまして、情報セキュリティポリシーについての質問をさせていただき

ます。 

 全協でもお話ししましたように、今回、１２月議会でいただきました情報

セキュリティポリシーというものを見させていただきました。本当に完成を

しているような、本当にすばらしいセキュリティポリシーやと思います。そ

ういった中で質問が沢山あるんですけれども、１点、１点質問をしていきた
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いと思います。これはぱっと思った段階の質問を何項目か取り上げましたの

で、これ以外には沢山あるんですけれども、これはこれだけで半日潰れてし

まいますので、とりあえず要点だけを質問させていただきたいと思います。 

 このセキュリティポリシーについては、今ほど言いましたように、細かく

完成された基準になっています。これをどのような方々が作成されたのかお

聞きしたいと思います。 

○西川議長 企画監理課長。 

○中川企画監理課長 まず、昨年度に電算業者のケーケーシー情報システムに

委託をしました。それで、でき上がりましたが、中身を見て、ちょっと甲良

町に合うようにということで町として検討をしました。検討するにあたりま

して、企画管理課の課長補佐の上田というのをリーダーに、あと税務課なり、

住民課なり、関係課７人の職員とケーケーシーから１人、常駐されています

職員さんで委員会を立ち上げまして、毎週木曜日、半年ぐらいかかって、町

に合うような形で協議を進めてもらってでき上がったものであります。 

○西川議長 阪東議員。 

○阪東議員 ２番目の項目なんですけど、昨年７月１日に情報セキュリティポ

リシーを改正され、運用をされていると思うんですけれども、いつ頃からさ

れましたでしょうか。 

○西川議長 企画監理課長。 

○中川企画監理課長 運用開始については、この３月１日からしております。 

○西川議長 阪東議員。 

○阪東議員 １番で細かく完成された基準ということで、普通はアウトソース

というか、業者任せになっているんかなと思ったんですけれども、いろんな

形で検討をされまして、３月１日から運用ということで、これからやっぱり

いろんな問題点が出てくると思いますので、それを着実に潰していただき、

このポリシーというのは計画書なんですね。要は、情報セキュリティの計画

ができた段階、これから運用に移るんですけれども、しっかりとやっぱり是

正というか問題点を各課と協議しながら運用を進めていただきたいなと思い

ます。 

 次に、③のところに移らせていただきます。まず、ＣＩＳＯ、最高情報セ

キュリティ責任者、普通は経営トップの人がやるところなんですけれども、

これは甲良町においては、この前の全協でもお話しさせてもらったように、

情報セキュリティの対策基準の中に副町長が載っております。町長は外部的

な仕事があるので、これは多分不可能に近いと。そやけれども、最高情報セ

キュリティの責任者というのはやっぱり必要です。そういった中で、今現在

３月１日に施行されているならば、この運用の責任者は誰なんでしょうかと
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いう質問です。 

○西川議長 企画監理課長。 

○中川企画監理課長 この最高責任者は副町長でありますが、実際、副町長が

欠員でありますので、その職務代理の総務課長がここに当たる職であります。

総務課長が副町長の職務代理者と。 

○阪東議員 ＣＩＳＯになると。 

○中川企画監理課長 はい、そうです。 

○西川議長 阪東議員。 

○阪東議員 情報セキュリティポリシーの責任課は企画監理課という認識でい

いということですね。 

 次に、町の機密情報資産ということがセキュリティの適用を受ける範囲に

なりますが、町として適用外の、とりあえずそのサイトという表現がいいの

で、その部署はどこかあるのか。また、その資産の中でまた適用外の資産は

どういうものがあるのかということについてお伺いしたいと思います。 

○西川議長 企画監理課長。 

○中川企画監理課長 適用外の部署ですが、小中学校の教育に用いているネッ

トワークは適用除外であります。 

○西川議長 阪東議員。 

○阪東議員 これは、詳細は書いていないと思うんです。ちょっとわかりづら

かったのは、町長部局を全部適用を受けるという中身になっていると思うん

ですけれども、町長部局、また教育委員会部局とか、そこら辺のすみ分けが、

例えば教育委員会はもうやらないんやと、教育委員会はどこどこやらないん

やというところであれば外した方がええんかなと。できないところ、そうい

うものを今後、運用の中で見つけてもらって、分けていただければいいかな

と思います。 

 次に、⑤の方に移らせていただきたいと思います。情報資産は気密性の高

い順番から３、２、１という順番でポリシーの方は並べられております。そ

ういう形について、まずその目録というか、情報資産台帳というものもつく

っていただいていると思うんですけれども、その目録が多分、各課にこれは

うちはこんだけあった、うちはこんだけあった、３がこんだけ、うちは２が

こんだけ、１がどんだけというものがはっきり区分けはされていると思うん

ですけれども、そこら辺の集計的に甲良町全体として今思っておられる機密

性の高い、もう割合でいいですわ、どれぐらいの割合が３、２、１あったの

でしょうかという質問ですけれども、わかりますか。 

○西川議長 企画監理課長。 

○中川企画監理課長 ちょっと情報資産の分類でありますが、今、分類が全て
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完了はしているわけではありません。現時点では機密性３のものが最も多い

という結果にはなっております。 

○西川議長 阪東議員。 

○阪東議員 各課に委託というかそういう形でされて、一応機密性を調べはる

と思うんですけれども、最終やはり提出をさせて企画監理課がその水準にば

らつきがないかということを検証して最終的には決められた方がええんかな

と思います。 

 次に、その情報資産の３、２、１から各レベル定義として、Ａ、Ｂ、Ｃ、

Ｄと識別をされています。これは例えば、識別をされているということにつ

いては結果的には例えばファイルをするときにこれは最重要のＡです、Ｂで

す、Ｃです、Ｄです、どうでもええというものがあって、少なくとも構築さ

れるのはそのＡについては頑固にロッカーで鍵をかけて退舎しましょうとか、

またそういうところについてはそれを集めて監視カメラでロッカーが見られ

るというところで、そういう順番を決められていると思うんですけれども、

そういう形と、やっぱりそれを保持、または廃棄する承認者の基準はどのよ

うに判別するのかということ。要は、もうこれは廃棄してもいいんやけれど

も、廃棄の承認者はどのようにするのかという基準がないのですよ。また基

準を決めていただければええんかなという質問です。そちら、反論があれば

言ってください。 

○西川議長 企画監理課長。 

○中川企画監理課長 別に反論はありません。一応、情報資産の保持、破棄承

認者の基準は、システム管理者が情報セキュリティ管理者、各課長に申請す

ることによって、情報セキュリティ管理者が承認するというマニュアルにし

ております。 

○西川議長 阪東議員。 

○阪東議員 よろしくお願いします。⑥の方は職員の皆さんに関係があります。

情報資産がメールで飛び交う場合、また電子媒体、また紙媒体で移動される

場合が沢山あろうと思います。ここについては電子媒体の移動またはメール

を言っているんですけれども、具体的に不正防止をするためにどのように周

知をされたのかということをお聞きします。 

 以前、シャープ亀山工場で社員が持って帰って、自分の家で仕事をしよう

と思って持って帰ったと。そのときにコンビニにちょっと寄ったと。寄って

買い物をしている間に取られてしまったと。重大な情報が漏出したというこ

となので、そういうところを防止するために、当然持って帰るというのはバ

ツなんですけれども、そういうところに対して、やはりメールで飛ばす、そ

ういうところについてはまた媒体を移動すると、フロッピーを持っていくと
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いうときについては、具体的にどのような周知をされているのかというのを

お聞きしたいと思います。 

○西川議長 企画監理課長。 

○中川企画監理課長 ＵＳＢなどのメモリは、各課に申請していただいて、そ

の各課で番号を振って、各課にだけ渡しています。その許可を得たＵＳＢし

かささらないように、ハード面でもしていますので、そういうふうに管理は

していますし、そういうことも含めて１１月に開催した職員研修の方で周知

はしております。 

○西川議長 阪東議員。 

○阪東議員 媒体を持って帰ったときに、例えばそれをぽとんと落としたとき

に、すぐ見られる状態では困りますよね。パスワードとか当然打ちますよね。

そのパスワードの桁数とかの取り決めはありますかという質問です。 

○西川議長 企画監理課長。 

○中川企画監理課長 パスワードについては８桁を今回から採用していますし、

静脈申請の制度も入れております。パスワードは８桁です。 

○西川議長 阪東議員。 

○阪東議員 もう１点、お伺いします。パソコンを開けるときには何桁になっ

ていますか。 

○西川議長 企画監理課長。 

○中川企画監理課長 たしかそれも８桁であります。 

○阪東議員 これは統一になっていますか。全部統一してなっているというこ

とですか。 

○中川企画監理課長 はい。 

○西川議長 阪東議員。 

○阪東議員 わかりました。次に、７番目にサーバー事故の防止として、改ざ

ん防止について必要なバックアップはされていると思うんですけれども、そ

のバックアップというのはどれぐらいの頻度でされているのかなというのと、

今回、税務課で改ざんをされて、かなりやっぱりそれが戻ってこないという

ことで、多分困っておられるんと違うかなと思います。我々の企業というの

は、例えば１月１日現在、毎回じゃなくても１月１５日、２月１日というふ

うに戻そうと思ったら戻るんですよね。そういうバックアップをそのときに

ずっと順番に。バックアップじゃなくて、バックアップというのは上書きや

と思われるんですけれども、保持というそこでとめると、保持をしておくん

です。そういう上書きされない方法、そういうようなものも必要ではないか

と思うんですけれども、それに対しては分けておられるのか、上書きと今後、

こういう保持できる仕組みというのを分けておられるのかお聞きします。 
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○西川議長 企画監理課長。 

○中川企画監理課長 バックアップの頻度は今は毎日でありまして、事故防止

のため、４週間分のバックアップはしております。月に１回のバックアップ

の保存や年１回のバックアップの保存は今後、検討していきたいなと思いま

す。 

○西川議長 阪東議員。 

○阪東議員 今、社会では保持と言われているんですよ。記録を保持すると。

そういう保持の状態をつくっていってほしいなと思います。 

 ネットワークの接続をした場合、企画監理課長の許可を得るとされており

ますが、また業務に必要ないサイトを閲覧する可能性がありますよね。その

ときには適切な処理で具体的に罰則されるという記述があるんですけれども、

それはどういう罰則なんでしょうね。 

○西川議長 企画監理課長。 

○中川企画監理課長 ポリシーに違反した場合は、統括情報セキュリティ管理

者が、違反した職員が所属する情報セキュリティ管理者、企画課長が各課の

課長にその職員を指導させるということです。指導によりまして改善されな

い場合は、企画監理課長がその職員のネットワークや情報システムの使用の

権利を停止するという罰則であります。 

○西川議長 阪東議員。 

○阪東議員 ありがとうございます。９番目です。事故防止のために、やはり

内部監査というものが重要であると思います。毎年実施し、それを町長に報

告して、絶対に漏えいをさせない、また改ざんをさせないという、やっぱり

トップの町民に対してのコミットメント、お約束というか、そういうような

ものが必要だと思います。やはり、情報セキュリティポリシーについては、

やっぱり町長が基本的にはコミットメントを、絶対に露出させないという町

民に対して約束がほしいですよね。そういうようなものを入れてもらって、

やはり漏えいをさせた職員に対しては解雇とかそういうもので対処せんとあ

かんのですけど、それぐらいのことをしないとだめやと思うので。やっぱり

約束を情報セキュリティポリシーの中にはしっかりと今後は入れていただく、

町民に安心感を与えるようなポリシーに構築をしてほしいなと思います。そ

れについて何か。 

○西川議長 企画監理課長。 

○中川企画監理課長 町の方も監査は重要だと考えていますし、毎年実施する

ことも重要であると思っております。スキル的には、まず自己点検を実施し

て、スキルアップが図られたら内部監査、そしていずれは外部監査というふ

うにレベルアップを図っていきたいなと思いますし、今、議員が言われたと
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おりトップによる町民向けのコミットメントも必要であると考えております

ので、これも検討をしていきたいと思います。 

○西川議長 阪東議員。 

○阪東議員 情報が漏えいした場合に、内部のコミュニケーション体制という

ことで、例えば指揮監督の町長まで発覚から、我々の会社としては半日で大

体そこまで知らせるということになっておるんですけれども、今この情報セ

キュリティはどれぐらいの時間、１日は遅すぎるんですね。時間で町長まで

伝達できるかというのをここでお聞きします。 

○西川議長 企画監理課長。 

○中川企画監理課長 インシデントが発覚してから伝達の順序ですが、まず職

員が担当課長、担当課長が企画課長、それから町長含めた部長会の報告にな

っております。実際、小さい組織でありますので、発覚して町長が庁内にい

る場合にはもうすぐに報告できる体制にはなっております。 

○西川議長 阪東議員。 

○阪東議員 １１番の方に移りますけれども、情報セキュリティポリシーがで

きました。しっかりと職員に遵守をしていただきまして、さらに意識改革、

また意識の向上、また内部監査についての力量アップについて多大な教育訓

練を必要とします。そういった中で、やはり運用が第一、これから運用して

いただいて、内部監査をさらに強化していただき、それと一番心配なのは、

内部監査をどないするんかというところが心配なんです。内部監査まで行け

ば、すぐは回っていくと思います。これは本当にどうしていくんかと、大丈

夫なんですかというので企画監理課長に質問で聞きます。 

○西川議長 企画監理課長。 

○中川企画監理課長 実際問題として、マニュアルができまして、これを職員

に周知をしかけた段階であります。継続して続けていかなあかんと思います

し、その職員の力量アップのために教育訓練も継続してやっていきますし、

一気に職員の力量アップというのは確かに難しい部分もありますが、少しず

つでありますが、意識改革をしながら進めていきたいなとは考えております。 

○西川議長 阪東議員。 

○阪東議員 一番お役所の盲点というのは、組織をころころ変わるというとこ

ろに盲点があります。そういったところに、本当に定着できるかというのが

一番心配しています。やはり、内部の体制をしっかりしていくということは、

やっぱりそこに責任ポジション、これはなにも着服とか問題はないと思うん

ですが、そういう監査側というものを町長も考えて、１人完全にそういう専

門分野ということをつけてもらって、そういう形で責任を明確にしてもらっ

て、改善顛末というものをしっかり、企業でいうと是正処置というものをし
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っかり各課が書いて、そういうものを改善していくというような仕組みにし

ないことには、多分もったいないと思うので、町長にお願いしたいなと。見

させてもうて、そういう印象がありましたので、ちょっと最後に町長に。 

○西川議長 町長。 

○北川町長 着服事件があったということから、チェック機能も含めてそれが

不足をしていたかということが取り沙汰されております。そういう意味で、

セキュリティポリシーをしっかりと構築するということと、職員がそのこと

をしっかり理解をして、率先して実践につなげていくというようなことが非

常に大事であります。したがいまして、これからはせっかくこうした準備段

階でできましたので、課長会を含めて職員全員にそれを浸透させて、それぞ

れの立場でしっかりとそれを守りながら、なおかつ特にチェック機能につい

ては二重チェックということを絶対に怠らないと。そういうことによって、

ミスをしないというような体制づくりにこれからも取り組んでいきたいと思

っております。よろしくお願いしたいと思います。 

○西川議長 阪東議員。 

○阪東議員 せっかくいい財産ができたと思います。職員の方にしっかり勉強

というか、教育訓練もしていただきまして、今後はやはり漏れることなく頑

張っていただきたいと思っております。 

 質問を終わります。ありがとうございます。 

○西川議長 阪東議員の一般質問が終わりました。 

 次に、５番 野瀬議員の一般質問を許します。 

 ５番 野瀬議員。 

○野瀬議員 ５番 野瀬でございます。議長の許可が出ましたので、一般質問

を進めさせていただきます。質問時間が３５分から３０分に変わったという

ことで、豪雪の対応、これについては皆さんが質問されていますので、ちょ

っと順番を一番最後に回したいと思います。 

 それでは、１番目の通学路の安全対策というところでの質問をさせていた

だきます。甲良東小学校の運動場の東側、ここに物流の倉庫が完成したよう

ですが、出入り口が金屋方面の通学路に当たるということで、児童の通学時

に対する安全対策がどうなっているかというところの質問をさせてもらいま

す。まず、出入りするトラックになるか、乗用車になるのか、この辺の車両

の数、１日当たりどのぐらいになるのかというところです。 

○西川議長 教育総務課参事。 

○福原教育総務課参事 ９月までは１日５回程度の出入りになるだろうと確認

しております。しかし、荷物量の関係で多少増えることもあるということを

聞いております。 
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○西川議長 野瀬議員。 

○野瀬議員 ５回というのは、５台ということですか。 

○西川議長 教育総務課参事。 

○福原教育総務課参事 車の台数ではなくて、出入りが５回程度なので、往復

で５回程度ということであります。 

○西川議長 野瀬議員。 

○野瀬議員 わかりました。そうしましたら、そんな思っていたほど頻繁に出

入りするということではなさそうなんですけども、特に心配するのは通学の

時間帯なんですけども、この時間帯というのは出入りはどうなんでしょうか。 

○西川議長 教育総務課参事。 

○福原教育総務課参事 トラックの受入時間が午前９時からとなっております。

そのために登校の時間帯については支障がないかなと考えております。また、

下校の時間帯につきましては、１日５回程度でありますので、多分１回程度

の出入りになるだろうということを確認しております。 

○西川議長 野瀬議員。 

○野瀬議員 わかりました。そうしますと、登校時についてはまず問題ないと

思うんですけども、心配するのは下校時というところになるんですけど、や

っぱり重なってくることはあると思います。そのときに児童の方にセンサー

をつけるのか、車の方にセンサーをつけるんかちょっとわからないんですけ

ども、センサーをつけて安全対策をというようなことをしている業者もある

んですけども、その辺の対策はどうなんでしょうか。 

○西川議長 教育総務課参事。 

○福原教育総務課参事 通学路が映る防犯カメラの設置はしてくれてあるそう

です。ただし、具体的な安全対策というのは今、検討中であるということで

あります。 

○西川議長 野瀬議員。 

○野瀬議員 検討中なんですけども、具体的に甲良町から児童の安全に向けて、

安全に対する申し入れ、例えば先ほどの通学時間帯とかそういうところを避

けてもらうというのも１つですし、そういった安全に対する申し入れ、この

辺は現在してあるのか、今後するのかというところの質問ですけれども、ど

うでしょう。 

○西川議長 教育総務課参事。 

○福原教育総務課参事 教育委員会といたしましては、通学時間帯には警備員

等の配置をお願いするとともに、あとパトライトやブザーの方の設置もお願

いしているところでございます。企業側につきましても、通行時間帯は避け

たいと考えていてくれるということです。 
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○西川議長 野瀬議員。 

○野瀬議員 わかりました。くれぐれも事故のないような対策をよろしくお願

いします。 

 続きまして、ここには先月と書いてあるんですけど、実際１月３１日に大

阪でニュースになりました、背負っていたランドセルが遊具の金属製のパイ

プに引っかかって首が圧迫されて、調べた段階では今も意識不明という状態

でしたけども、そういう事故が発生しました。２点ちょっと質問したいと思

うんですけども、保育園含めて学校関係でこういった事故の起こる遊具、こ

の辺がないのかというのと、これは学校に直接ということではないんですけ

れども、各地区で遊具というのは持っていますので、ただ地区ではなかなか

その遊具が安全というところの確認がなかなかできないので、各地区での遊

具の問題というところでの観点で、調査というところができているか、する

予定があるのかというところを質問したいと思います。 

○西川議長 教育総務課参事。 

○福原教育総務課参事 まず、学校施設や社会教育施設、また町が管理する施

設については、毎年、遊具の点検、修理を行っております。現在のところ問

題がある遊具の方は確認されておりません。また、各学校では安全な遊具の

使い方についてということで、児童・生徒の方に指導を行ってもらっており

ます。 

○西川議長 建設水道課長。 

○北坂建設水道課長 各集落の遊具でございますが、取りつけをした経緯もあ

るんですけども、農村なり、児童福祉法なりというのがありますが、都市計

画の関係の遊具の点検の指導も来ておる関係で、各集落にまた点検をしてい

ただくよう依頼をするところでございます。 

○西川議長 野瀬議員。 

○野瀬議員 今の言葉はちょっとよくわからなかったんですけども、点検をす

るように集落に依頼をする、なかなか集落でその判断というのは難しいと思

うんです。できれば、町の方で同じ目で見て、これは安全、これはちょっと

問題があるという見方をしていただいてチェックをしていただくというのは

できないでしょうか。 

○西川議長 建設水道課長。 

○北坂建設水道課長 まだそこまで具体的に考えておりませんので、今後検討

したいと思います。 

○西川議長 野瀬議員。 

○野瀬議員 わかりました。今すぐということではないんですけども、積極的

に進めていただきたいと思います。 
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 次の項目に移らせていただきます。高齢者の高速道路の逆走、そしてブレ

ーキとアクセルの踏み間違い、そして、認知症が原因とされる事故、この辺

が目立ってきました。現在、死亡事故というのはだんだん減少する中ではあ

るんですけども、高齢者による死亡事故、この辺は減ってきていないという

データが出てきております。こういった状況をふまえて、３月より道路交通

法が改正されます。これまでは免許更新のときに些細な認知症検査を行って、

認知症の疑いがあるという人に対して、その後、違反等があったときには医

師の診断を必ず受けなさいよといった指導をされると。医師が認知症という

判断をされた場合には、免許を返納していただくということなんですけども、

事故等が起こらなければ、言葉は悪いんですけれども、そのまま野放しにさ

れるということになっていました。新しい制度では、認知症のおそれがある

場合には、全員に医師の診断が必要になってきます。また、７５歳以上で違

反をしたときに、臨時の認知症検査を行って、認知症のおそれがあるときに

は医師の診断が必要になってくるという改正が行われています。 

 このような改正で認知症による事故防止を進めようとしておりますが、こ

の文章を私がつくったときには、まだ現在、町からの案内が出ていなかった

んですけども、３月１日の町からの回覧のパンフレットの中に案内が入って

おりました。ただ、案内を回しただけでなかなかこれを徹底するというのは

難しいと思いますので、町民に広く知らせる、そして高齢者というところな

ので、福祉でのルートからこの辺の説明が必要であると思いますけども、今

後のルール改正の説明の予定というのはどうなんでしょうか。 

○西川議長 保健福祉課長。 

○小林保健福祉課長 野瀬議員がおっしゃったとおり、保健福祉課としては特

に地域包括の方がこの分野の方を担当させていただいております。まず、１

２月広報では全住民を対象に広報をさせていただいていますと同時に、あと

老壮大学、地域サロン、そういったところで出向いた中でのＰＲをさせてい

ただいているのと、彦根警察署からも同様の協力を得ておりまして、地域で

のサロンあるいは老人会での出前講座などにも、彦根署、直接で周知をして

いただいているところです。 

○西川議長 野瀬議員。 

○野瀬議員 わかりました。私の知らないところでも、大分動きはされている

ようですね。 

 そうしましたら、次のところですけども、運転免許の自主返納、なかなか

田舎では交通の便、足が取られるというような形で、自主返納というのは難

しいかなとは思うんですけども、ただ、事故を起こしてからでは遅いので、

家族が危ないなと思ったときには、家族が説得する、そして、免許センター
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の運転適性の相談、この辺をうまく利用するというところで、この自主返納

を進めていくというところが必要だと思うんですけれども、この自主返納に

対しての町からの勧め、この辺は現在どうなっておりますでしょうか。 

○西川議長 保健福祉課長。 

○小林保健福祉課長 保健福祉課の方では、高齢者家族が不安に思われた場合、

そういった相談ケースがあった場合は、それぞれケアマネジャーさん、ある

いはこちらの包括のケアマネなんかが自主返納とか、あるいは運転免許証が

返納されなくても使われないようにというような形でご家族にはそういうふ

うに勧めているというところです。 

○西川議長 野瀬議員。 

○野瀬議員 わかりました。先ほど、自主返納したときに、足が問題だという

ところをお話ししましたけれども、愛のりタクシーがそのかわりになるかと

は思うんですけれども、これの利用状況というのはどうでしょうか。 

○西川議長 企画監理課長。 

○中川企画監理課長 平成２７年度で延べ５，７１９人です。ちなみに、平成

２６年度で延べ３，９８９人です。平成２８年度は１２月末ですが、延べ３，

９５１人で、見込みとして今年度は２７年度と同じぐらいになるのではない

かと思います。 

○西川議長 野瀬議員。 

○野瀬議員 あと、免許の自主返納をしたときの町の支援、これは彦愛犬含め

て全部同じで６，０００円だと私は認識しているんですけれども、変更はご

ざいませんでしょうか。 

○西川議長 企画監理課長。 

○中川企画監理課長 平成２５年度までは確かに６，０００円でありました。

今は、９，０００円相当、愛のりタクシーのチケット２冊分ということで、

４５０円券１１枚つづり２冊、または湖国バスチケット３冊、２１０円券１

６枚、９０円券１枚を３冊というふうにしています。 

○西川議長 野瀬議員。 

○野瀬議員 わかりました。自主返納しやすい方向にはなっていると思います

ので、今後ともよろしくお願いします。 

 それと、現在、車の方でもかなり性能がよくなって、自動ブレーキがつい

た車、これで事故が起こりにくいという車の開発がされて、オプション、標

準装備いろいろあるとは思うんですけれども、自動ブレーキがついた車が購

入できるようになりました。この辺、高齢者がこの自動ブレーキがついた車

を購入するときに多少なりとも補助をしていただくということはできないも

のなんでしょうか。 
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○西川議長 保健福祉課長。 

○小林保健福祉課長 新車あるいは後づけ衝突防止補助システムを現在取りつ

けした場合に、約２０万程度の費用がかかると思っておりますが、今のとこ

ろ町としては、高齢者に対する補助金等は考えておりません。今後の検討課

題となると思います。 

○西川議長 野瀬議員。 

○野瀬議員 わかりました。ここで切らずに、検討課題として今後ちょっと考

えていただきたいと思います。 

 あと高齢者の中で認知症を患っているパーセンテージ、高齢者は何人で、

そのうちの認知症が何人というパーセンテージをお知らせ願いますか。 

○西川議長 保健福祉課長。 

○小林保健福祉課長 保健福祉課の方で把握していますのは、介護認定の４７

１人のうち、認知機能の低下がある方は２８１名と５２％を占めております

が、その中で認知症の診断名がある方は１４６名です。また、介護認定を受

けておらなくても、認知症のお薬を飲まれている方もありますので、認知症

のある高齢者数を正確には把握できておりません。 

○西川議長 野瀬議員。 

○野瀬議員 わかりました。かなりの数がいらっしゃるということなので、そ

のうちで、これはなかなか難しい数字だとは思うんですけれども、免許証を

持っていて、車に乗っておられる方、どのぐらいいるのかというのはわかり

ますでしょうか。 

○西川議長 保健福祉課長。 

○小林保健福祉課長 免許保有者に関しましては調査したことはございません

ので、把握しておりません。 

○西川議長 野瀬議員。 

○野瀬議員 わかりました。そしたら、その次の項目にいきますけれども、認

知症を患って、介護施設へ入所を希望しているんですけども、介護施設の順

番待ちというところがあると思うんですけれども、なかなか入所できないと

いう人があるということを聞いております。この辺のところは現在の状況は

どうでしょうか。 

○西川議長 保健福祉課長。 

○小林保健福祉課長 認知症を患っておられて、例えば介護施設の通所という

サービスを待っておられる方は現在のところ待機者はありませんけれども、

議員がおっしゃるように、認知症に限らずですけど、要介護者の方で特別養

護老人ホームの入所を申し込みされている待機者の方は約３０名いらっしゃ

います。 
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○西川議長 野瀬議員。 

○野瀬議員 わかりました。これからもこの数というのは増えていくと思いま

すので、フォローの方をよろしくお願いします。 

 次の項目に行かせてもらいます。４番目になるんですけれども、公金横領

の事件で、３月をめどに第三者委員会、この辺の動きをというところで以前

お話があったんですけども、進捗状況はどうでしょうか。 

○西川議長 総務課長。 

○中川総務課長 第三者委員会の状況です。３名の委員さんということで、弁

護士、公認会計士、滋賀大学の教授ということで、３月１日付で委嘱をさせ

ていただきました。もう委嘱していますので、お名前を申し上げても差し支

えないと思います。弁護士については、桐山郁雄弁護士、彦根市に事務所が

あります。それから、公認会計士が山本憲宏氏、近江八幡に事務所がござい

ます。それから、滋賀大学の教授で横山幸司さん、以上３名の方の委嘱をさ

せていただきまして、３月２９日に第１回目を予定しております。 

 以上です。 

○西川議長 野瀬議員。 

○野瀬議員 以前のお話では、３月中に大体、全体のスケジュールを確定する

というところで、３月２９日にその辺のところが大体確定すると思うといて

よろしいんでしょうか。 

○西川議長 総務課長。 

○中川総務課長 ３月２９日には全体のスケジュール、それから調査の方針、

方法などについて審議をしていただきたいと考えております。 

○西川議長 野瀬議員。 

○野瀬議員 わかりました。よろしくお願いします。 

 続きまして、現在まで調査を続けておられると思うんですけども、金額的

に明らかになった追加の被害額、この辺はどうでしょうか。 

○西川議長 総務課長。 

○中川総務課長 申しわけございませんが、まだ確定というところまで至って

いない状況がありますので、そういった状況での金額についてはちょっと差

し控えさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○西川議長 野瀬議員。 

○野瀬議員 なかなか最近の動きを見ていると、金額確定ができていないと、

スムーズに進んでいないという気がするんですけども、被害額の全体が明ら

かになるというのは、これは目標というか、このあたりをめざしてと、前も

私が質問したんですけど、そのときなかなか答えが出なかったんですけど、

今現在でその辺の目標があるんなら答えていただきたいんですけど。 
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○西川議長 総務課長。 

○中川総務課長 前のときには、遅くとも年度内にはけりをつけたいという答

弁をさせていただいた時期もありますが、それに向けて今、一生懸命やって

おりますし、警察にも資料を出しているところでありますが、もう少し時間

がかかるかなというところで、町としてはいつまでもだらだらという気持ち

は、前から言うてますようにありませんが、なかなか確定までまだ至ってい

ない状況ですので、そのあたりでということでのことはちょっとご了解いた

だきたいと思います。町の思いとしては年度内と思いますけれど、若干厳し

いかなという思いはございます。 

○西川議長 野瀬議員。 

○野瀬議員 なかなか町に対しては重大な問題だと思いますので、スムーズに

進めていただきたいと思います。 

 続きまして、この公金横領の問題について、税務課長、この辺が中心にな

ってこの問題を進めていかなあかん立場なんですけども、現在、税務課長と

いうのが不在になっております。不在のままでいいんかというところがあっ

たんですけども、ここの考えかたはどう思われていますか。  

○西川議長 総務課長。 

○中川総務課長 実際には、税務課長はもう既に退職しているということは報

告させていただいていますが、１０月末から長期休暇ということ、実際には

１０月末から不在の状況が続いているということでございます。そのあたり

から税務課参事を中心に職員の協力を得ながら、調査、解明を進めてきまし

て、今に至っているわけで、税務課長は先月退職ということで、年度としま

して残りあと１カ月ということにもなっておりますので、調査としてはそれ

なりに一生懸命頑張ってきたという状況で、年度があと１カ月ということで

すので、今年度中はこの体制で乗り切りたいなと。 

 それから、４月以降につきましては、新たな体制で確実に少しでも早く解

決できるようにということで体制をつくっていって、取り組んでいきたいな

とは考えております。 

○西川議長 野瀬議員。 

○野瀬議員 わかりました。みんなが着目している問題ですので、なるべく早

く結論が出るようによろしくお願いします。 

 続きまして、道路占有についてというところで、２０１４年の１２月議会

と２０１５年の３月議会において、私の方でビワ化工駐車場が町道の部分に

食い込んでいるんではないかというような質問をいたしました。そのときに

は資料をいろいろ確認したんですけども、持っている資料ではわからないと

いうような結論だったんですけども、その後、私も調べたんですけども、や
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っぱりちょっとおかしいんと違うかなという結論、私自身の結論を持ってお

ります。建設水道課の方で今現在、放っておくということはなかなかできな

いと思うんですけども、この私の質問をしてからどういう調査を行って、そ

の後どういう判断をしたのかお答え願いたいと思います。 

○西川議長 建設水道課長。 

○北坂建設水道課長 町の考え方といたしましては、道路との境界、塀とかを

立てたときの当時、立ち会っているというところもふまえて、今後、地籍調

査事業などで確定して整理を行う考えでございます。 

○西川議長 野瀬議員。 

○野瀬議員 ということは、もう２年ほどたっているんですけれども、それ以

降の調査は何もしていないと、できていないということですか。 

○西川議長 建設水道課長。 

○北坂建設水道課長 調査の部分は以前から行っておったあの部分でございま

すので、それを追加で調査を行っておるということはございません。 

○西川議長 野瀬議員。 

○野瀬議員 やっぱりあそこの部分、みんなが見てちょっと出っ張っているな

というのをみんな思っております。だから、この甲良町の資料でわからなけ

れば、官民境界を早く確定していただくという方向に動いていただきたいと

思います。よろしくお願いします。 

 続きまして、南部工業団地の問題に移らせてもらいます。２月２４日から

町有地整備工事が予定されているという話を聞きましたが、私はこれは予算

がついていないんと違うかなと思ったんですけども、この工事というのはど

ういう工事をしてどこの予算で行おうとしているのかというのをお答え願え

ますか。 

○西川議長 建設水道課長。 

○北坂建設水道課長 工事の内容につきましては、残材もしくはごみ、不法投

棄の部分の撤去、処分でございます。町有地の整備工事ということで、議会

では不法投棄という部分を、ごみなどの不法投棄があるということをご指摘

いただいておったところで、町有地に現在でもそういうなのが目立ってきて

いるというところで、環境に配慮するためにもということで予算をつけてい

ただいての工事とさせていただきます。また、予算については町有地道路で

すので、道路の維持補修というところで、１２月補正で予算を組ませていた

だいたというところでございます。 

○西川議長 野瀬議員。 

○野瀬議員 そしたら、整備というよりも不法投棄の残材の撤去ということで

よろしいんでしょうか。 
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○西川議長 建設水道課長。 

○北坂建設水道課長 はい、そうです。 

○西川議長 野瀬議員。 

○野瀬議員 わかりました。それでは、その次の問題にいきます。南部工業団

地の方向性なんですけども、現在、日本の企業というのは儲かっている企業

は確かに金を持っていると、内部留保しているところが沢山あります。それ

をただ設備投資に向けるにはリスクがあるという考え方をしている企業は沢

山あります。町が想定している数百人規模、当初は１，０００人という話を

聞いていたと思うんですけども、その辺の企業誘致は私はなかなか厳しいも

のがあるかなというところを想定しているんですけども、現在、これを中間

ディベロッパーに完全に任せているんじゃなしに、甲良町としても町独自で

なかなか進めているというところはあると思いますので、大きい企業、有望

企業、この辺を引っ張ってこられる目算というところをどう考えておるかと

いうところをお答え願いたいと思います。 

○西川議長 企画監理課長。 

○中川企画監理課長 規模の話がありますが、以前も説明させていただきまし

たように、当初、あれを全部企業誘致にした場合、１，０００人ぐらいの雇

用があるのかなということで以前、東京の会社の方にプレゼンに行きました。

１，０００人ぐらいやったら可能ですということでしたので、今回、その半

分を開発する予定なので、５００人ぐらいをめざしてというような思いはし

ております。まだ、中間ディベロッパーを決めて正式な活動はしておりませ

んが、議会でこういう議論をさせてもらったり、住民向けに説明をさせても

らったりしている関係で、企業からの問い合わせは幾つかあります。その中

にも数百人規模の雇用をということで、ほんまにこの田舎でそれぐらいの人

数を集めていただけるのかというような問い合わせは幾つかあります。先般

も県の方としゃべったんですけども、正式に募集活動をするということでし

たら、年間１００社ほど県の方に問い合わせがあるので、具体的に本格的に

やるのでしたら、そういう問い合わせがあったら甲良町を紹介するというよ

うなことは県の方からは聞いております。 

○西川議長 野瀬議員。 

○野瀬議員 どのような企業かわかりませんけども、何社かはあるということ

ですね。そしたら、その次に中間ディベロッパー、これはまだ決定していな

くて、これから決めるというところなんですけども、前回の説明で中間ディ

ベロッパーの募集期間を１カ月というところでしておりましたが、新たに中

間ディベロッパーに名乗り出ようというところがもしあったとしたら、この

期間ではちょっと短いように思うんです。やっぱり、１社だけじゃなしに、
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いい考え方を持つディベロッパーに複数社、参加してもらって、競争しても

らった方がいいと思うんですけども、これをもう少し長い期間、募集期間を

長目にとるということで私は提案したいと思うんですけども、その辺の考え

方はどうでしょうか。 

○西川議長 企画監理課長。 

○中川企画監理課長 中間ディベロッパーの募集期間の関係ですが、これも東

京の方に日本立地センターというところがありまして、そこにも相談させて

もらいました。ひと月で十分なのか、２カ月ぐらいいるのかと。２カ月は長

過ぎると、ひと月ぐらいで十分やというようなことも聞いておりましたので、

ひと月ぐらいが妥当かなと思っています。 

 実際は、甲良町に来てくれる企業の選定が大事やとは考えておりますので、

今回はそれを実現するための手段としての中間ディベロッパーを募集するも

のでありますので、応募の数よりは実現可能な中間ディベロッパーの応募が

あることが大事かなと考えでおります。 

○西川議長 野瀬議員。 

○野瀬議員 わかりました。１カ月で大丈夫だというところがあるようなんで

すけども、私としてはもうちょっと長目がいいかなというところは思ってい

ます。 

 その次、ちょっと３番の方に戻りまして、豪雪の関係の質問に移らせてい

ただきます。何度か雪は降っているんですけども、この雪で車道部分の除雪

についてはいろいろ論議、報告がされていたと思うんですけども、通学路の

除雪、この辺のところの状況を確認したいんですけども、いかがでしたでし

ょうか。 

○西川議長 学校教育課長。 

○藤村学校教育課長 ３３年ぶりの豪雪ということで、通学路においてもかな

りの積雪がありました。除雪の車が入れない通学路につきましては、ＰＴＡ

の方や地域の方のご協力により除雪をしていただいたということでございま

す。一部、学校の教職員や地域総合センターの職員が出て除雪させていただ

いたというところでございます。 

○西川議長 野瀬議員。 

○野瀬議員 一部確認すると、車道の除雪のときの雪が通学路に大分盛られて

いたというところを聞いているんですけども、その辺の状況はどうでしたか。 

○西川議長 学校教育課長。 

○藤村学校教育課長 通学路のところにもあったというような連絡がありまし

た。中学校の近くであったところにつきましては、中学校の教員がそろって

行ってどけたというようなことがございました。ほかの地区でもあったと思
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います。 

○西川議長 野瀬議員。 

○野瀬議員 わかりました。その辺の除雪のやり方というシステム、まだなか

なか決まっていないところがあると思いますので、今後の課題として決めて

いかなあかんところやと思います。 

 続きまして、集落内の消火栓、防火水槽の周りの除雪というのができてい

なかったように思うんですけども、現状どうだったかという報告を願います。 

○西川議長 総務課長。 

○中川総務課長 確かに、消火栓、防火水槽の除雪はなかなかできていないと

いうことは認識しております。町の方からは、消防団の方に消火栓、防火水

槽の除雪ということでお願いをしておりましたが、まだ結果が集約できてい

ないので、その集約をさせていただいて、今年はもう春ですので、来年の冬、

同じようなことが起こらないようにということで対策を立てていきたいとは

考えております。 

○西川議長 野瀬議員。 

○野瀬議員 わかりました。私どもの字を見てみても、実際、自分らが歩くと

ころを除雪するのが精一杯で、なかなかそういうところまで除雪するという、

手が回らないというのが実情だったと思います。 

 続きまして、消防とか区、この辺を通じて各地区の必要箇所、この辺を除

雪するのに、きちっと依頼をしたか、町自身がもちろん最低必要なところを

除雪してもらえるのが一番ええと思うんですけども、これだけの雪が一度に

降ってしまうと、町で回れないとき、ある程度、民間の手を借りないと難し

いところがあると思います。その辺のところを地区にやっぱりきちっと依頼

をしないと回れない部分もあるので、この辺の依頼はどうなっていたかとい

うところの質問です。 

○西川議長 総務課長。 

○中川総務課長 先ほども少し述べましたように、一応、町の消防団から、各

字に班長さんがおられますので、その方には依頼をしています。あと、犬上

分署の方では出動していただいて、主要な部分の除雪をということをやって

いただいているんですが、これは消防の方の取り決めというか、本部からの

指令で、分署から半径１．２キロ程度についてとりあえずまずは確認しろと。

といいますのは、それ以上遠くまで行くと、今度は帰ってこられない状況の

雪であるという判断をふまえて、あまり遠くへ行くなと。通常の救急業務に

支障が出る可能性があるということで、半径１．２キロ程度。言いますと、

尼子、在士、北落、横関、長寺東、法養寺あたりの範囲に限られてくるんで

すが、申しわけないですが、それより遠いところまでは行けていないという
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状況でありましたということでございますので、そのあたりも議員がおっし

ゃっている字への要請ということもふまえて、今後に活かさんとあかんかな

と。ただ、こんだけ降りますと、各字でも消火栓の除雪よりも、人が行き来

する道の除雪が大変やということがあると思いますので、その辺も合わせな

がら、どこまでどうやってできるんやということを、対策をつくっていく必

要があるかなとは考えております。 

 以上です。 

○西川議長 野瀬議員。 

○野瀬議員 今の内容は理解できているんですけども、消防署から１．２キロ

というところの範囲なんですけども、やっぱりこういった状況のときには、

山間部ではないんですけども、甲良町でいったら雪が多い正楽寺、金屋、池

寺、その辺のところはやっぱり中心に見といた方がええんかなという気はし

ますので、ちょっとそういう目でも見ていただきたいと思います。 

 その次の質問へ移ります。独居老人、なかなか１人で除雪というのはでき

ない状況だと思うんですけども、独居老人の生活道の除雪、この辺について

は、これもできれば町がしていただければいいんですけども、すぐにという

のはなかなか難しいと思います。地区である程度これを担う必要があるかな

と思うんですけども、実際にこの辺はどういう状況であったかというところ、

わかりましたら報告願えますか。 

○西川議長 保健福祉課長。 

○小林保健福祉課長 今回の大雪において、独居老人の方からの除雪をしても

らえないかというような内容の相談の電話が保健福祉課には１件、社会福祉

協議会には５件、シルバーには１件ありました。そのうち、保健福祉課で対

応を把握しているのが、社会福祉協議会の困りごと事業として１回３００円

で除雪をされたケースと、あと民生委員にお願いしてボランティアで除雪を

していただいたのが、呉竹地区が２件、尼子地区が１件、あと呉竹センター

の職員にお願いして除雪に対応してもらったものが１件というような状況で

す。そしてまた、毎年、要介護者の高齢者世帯の場合で、例年、除雪を民間

にお願いされているケースがあるんですが、そのケースが１件あります。特

に今年はその民間サービスの方でも電話をお願いしたんですけれども、例年

以上の対応ができないということで断られました。そういうような状況でし

た。 

○西川議長 野瀬議員。 

○野瀬議員 わかりました。こういった沢山の雪が降ったときに、独居老人が

生活していく上で不安があるというのが一番気になるところですので、対応

をよろしくお願いします。 
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 その次で、防災について大切なことというのは、これは私の思いですけれ

ども、防災センターをつくることよりも、こういった具体的な対策、やり方

を決める、システムを決める、こういったものが大切じゃないかと思うんで

すけども、その辺のところの考え方はいかがでしょうか。 

○西川議長 総務課長。 

○中川総務課長 もちろん防災センターをつくったら何もかもがええというこ

とは思っておりません。そういった意味で、今言いましたようにできること

から進めていくというのも必要ですし、それから防災センターをつくること

で、より一層そういうことの強化をしていきたいという思いも持っておりま

すので、両方合わせて進めていきたいなとは考えております。 

○西川議長 野瀬議員。 

○野瀬議員 もう一つ、防災センターの質問です。この防災センター、町民に

いろいろ確認しますと、避難所ということの理解をしている人が結構沢山い

ます。避難所であれば防災センターをつくってほしいなというところの意見

が多いんですけども、町の広報というか、この防災センターをつくるところ

の目的、これが浸透していないんではないかと私は思うんですけど、その辺

のところはいかがでしょうか。 

○西川議長 総務課長。 

○中川総務課長 住民の皆さんには、防災センターの機能であるとか中身につ

いてはまだ正式に広報等でお知らせしたことはございません。検討委員会と

か議会の中ではこういうことでということでは説明させていただいています。

要するに、いわゆる避難所ではありませんと。これは、自助、共助、公助含

めた町の防災施策を進めていく中心でありますということで、皆さんがご利

用いただいてということでの説明はさせていただいているんですが、そのこ

とについてまだ具体的に住民さんには説明はできていませんので、それは今

後、中身がさらに詰まっていきますので、できるだけ早い時期に広報なりさ

せていただいて、ご理解を求めたいなと。委員会の方では、そういう説明を

させていただいて、ある程度、理解をいただいているとは思っておりますの

で、よろしくお願いしたいと思います。 

○西川議長 野瀬議員。 

○野瀬議員 わかりました。町民の方が納得できるような動きをしていただき

たいと思います。 

 以上で、質問を終わらせていただきます。 

○西川議長 野瀬議員の一般質問が終わりました。 

 ここで暫時休憩を取ります。 

（午後２時３５分 休憩） 
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（午後２時５０分 再開） 

○西川議長 休憩前に引き続き、再開します。 

 次に、１番 岡田議員の一般質問を許します。 

 １番 岡田議員。 

○岡田議員 １番 岡田隆行です。議長からのお許しが出たので、通告書に基

づき一般質問させていただきます。 

 はじめに、突出する７歳児の事故についてお聞きしたいと思います。歩行

中の交通事故により、死傷者数を年齢別に見ると、小学１、２年生に当たる

７歳児が突出して多い。公益財団法人交通事故総合分析センターが今年６月

に発行したリポートで広報時、注目を集めているそうです。２０１５年の７

歳児の死傷者数は１，４６２人で、ほかの年齢は５００人前後が最も多く、

７歳児が際立つ傾向にあります。内訳は、登下校が３６％、遊戯、訪問が２

９％、買い物、散歩、観光、ドライブが１２％、その他が２３％で、全体の

７３％が日中に発生していて、日没前後の薄暮時を合わせると９３％に上り

ます。曜日別では平日が土曜日の約２倍、日曜日が約２．５倍です。男児が

女児の約２倍になります。小学校に入り、児童だけで行動する機会が増えた

ことが主な原因だと思われますが、そこで保育園、小学校における交通安全

教育の状況についてお伺いしたいと思います。 

○西川議長 学校教育課長。 

○藤村学校教育課長 保育園、小学校の交通安全教室についてお答えします。

まず、保育センターでは警察に来ていただきまして交通安全教室を実施して

おります。また、年間を通して散歩や園外保育のときに実際に信号を渡った

り、横断歩道を渡ったりしながら、日々の日常の生活の中で交通ルールを指

導しております。 

 また、小学校では同じように交通安全教室を実施し、正しい道路歩行の仕

方や正しい自転車の乗り方について指導をしております。また、班別児童会

などで登校、下校の指導を繰り返し、交通安全の指導を徹底しているところ

でございます。また、年度はじめには、教職員が引率をして下校をします。

その際に、危険箇所を確認し、安全マップに記入をして、それを掲示し、注

意喚起を行うということもしております。また、改正道路交通法や滋賀県の

自転車条例ができましたので、それについても保護者や児童・生徒への周知

をしております。 

 以上です。 

○西川議長 岡田議員。 

○岡田議員 回答ありがとうございます。今回、この質問をするにあたり、入

学前の早い段階から危険を感知して避ける能力を身につける交通安全教育が
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重要ですが、ここに課題があるとわかり質問させていただきました。具体的

にいうと、幼稚園と保育所で教育に差が見られ、幼稚園に比べて保育所は不

十分だそうです。幼稚園では教育要領により、交通安全教育の重要性が記載

されておらず、実施は各園長の判断に委ねられているそうです。加えて、保

育士の養成課程で、交通安全教育が必須科目に含まれていません。いざ現場

に出て教える側に十分な知識や技術がなく、効果的な教育が実践できていな

い現状もあります。そういった現状をふまえた上で、次の質問に行きたいと

思います。 

 子どもの発達上の特性をふまえた教育についてということで、例えば大人

の視野が水平方向、横に１５０度、垂直方向、縦に１２０度なのに対し、５

歳前後の幼児の視野は水平方向に９０度、垂直方向に７０度と極端に狭いそ

うです。横断歩道は左右を見てから渡ることを徹底させても、子どもの目に

は車が捉えられていないかもしれません。車が来ていないか見てねと左右を

確認する理由をきちんと教えることが大切なのと、感情のコントロールが苦

手なため、つい衝動的な行動を取ってしまうそうです。これらの子どもの発

達上の特性をふまえた教育について、学校教育課長の見解をお聞きしたいと

思います。 

○西川議長 学校教育課長。 

○藤村学校教育課長 議員のおっしゃられるとおり、７歳児の事故が突出して

いるという現実があります。そこで、子どもたちには繰り返し、繰り返し指

導することが何よりも重要だと考えております。幼稚園から小学校に入学し

ますと、徒歩による集団登校、下校ということになって、今までと違った環

境になります。そこで、卒園児にはもう一度、５歳児の子を集めて、交通安

全の教室をして、安全な登下校についての指導を行います。 

 また、小学校では１日入学など、保護者と一緒に来ていただくときに、保

護者と一緒に通学路の安全や気をつけなければならないところを確認しても

らったり、実際に歩いて登校してもらったりというような指導をお願いして

いるところでございます。また、新入生だけでは不安ですので、登校リーダ

ーが迎えに行って、集団登校を行っています。そのときには教職員が立哨し、

安全確保に取り組んでいるところでございます。下校につきましては、入学

から数週間は教職員が実際に引率をして下校をしております。そのときに下

校の指導をしながら一緒に下校しているというところでございます。ただ、

特に１年生につきましては、交通安全教室で正しい道路の歩行ということを

メーンに学習をするというようなことを徹底しているところでございます。

また、日ごろの学校生活の中でそのようなことがありましたら、随時に指導

を入れているというところでございます。 
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 以上です。 

○西川議長 岡田議員。 

○岡田議員 回答ありがとうございます。新しい交通安全教育のあり方として、

東京都のホームページなどで、幼児の視界を体験できる眼鏡が入手できるの

で、保護者にはぜひ体験していただきたいのと、先ほど子どもが衝動的な行

動をとる話をしましたが、よくあるのが、道路の反対側にいる親を子どもが

後追いし、道路へ飛び出す場面で、このとき親が危ないと叫ぶのは逆効果に

なる場合が多いそうです。子どもはその声を聞いてむしろ不安を感じ、助け

を求めて親の方へ駆け寄ってしまいます。ここで大事なのは、とまってなど

と具体的な行動を指示する心がけです。また、目から入ってくる情報はより

優位に動くので、両手を突き出すなど、とまれというジェスチャーを加える

方がいいそうです。 

 各地で交通安全教室が行われていますが、年１回講師から話を聞くような

イベント型では教育効果も不十分です。今は大人が子供を交通事故から守ろ

うとする気持ちが強すぎて、子ども自身の危険に対する感受性が養われづら

いそうです。ぜひ子どもに危険を考えさせる機会を日常的に設けてほしいと

思います。こうした教育は家庭でも簡単にできます。例えば、一緒に道路を

渡るとき、パパやママがいいよと言ったら渡るんだよと言わずに、子どもに

安全確認を任せると、きっと子どもは期待に応えようと立派に安全確認をし

てくれると思います。このように子どもの発達上の特性をふまえた教育を行

うことによって、より一層、子どもたちの交通安全につながると思いますの

で、ご参考までに検討していただければと思います。 

 それでは、２つ目の質問に入らせていただきたいと思っていますが、先ほ

ど野瀬議員から同じような一般質問がありましたので、２つ目の子どもたち

への通学の安全確保について、どのような対策を考えているか、教育総務課

参事に再度お聞きしたいと思います。 

○西川議長 教育総務課参事。 

○福原教育総務課参事 野瀬議員に回答したとおりでありますが、物流センタ

ーの終わりの時間については、搬入の都合により決められないということで

ありました。そのほか運搬車両の運行経路につきましては、東小学校の前は

通行せずに、全て国道側、３０７号線の方から入ってきて、３０７号線の方

に出ていくということを確認しております。 

 以上です。 

○西川議長 岡田議員。 

○岡田議員 回答いただき、ありがとうございます。子どもたちが安心して登

下校できるように、細心の注意を払って交通安全に取り組んでいただけたら
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と思います。どうかよろしくお願いいたします。 

 次に、３つ目の質問についてですが、甲良町南部工業団地整備事業につい

てお伺いしたいと思います。今回、公募型企画提案、プロポーザル方式によ

って業者の選定を検討されているが、町が条件を指定し過ぎて公募が少ない

おそれが出てくると思うが、再度内容を検討する必要があると思いますが、

企画監理課長の見解をお聞きしたいと思います。 

○西川議長 企画監理課長。 

○中川企画監理課長 先ほども野瀬議員の答弁のとおりでありますが、募集要

項から言えば、大きな開発事業であるため、社会的信用度などがある、ある

程度の能力のある事業者であることが必要であると思いますので、妥当な募

集要項であると思っておりますし、協定書の案からも言いましたら、環境や

雇用および誘致企業などの要件は町としての意向を反映させるためのもので

ありますので、妥当とは思っております。 

○西川議長 岡田議員。 

○岡田議員 なぜ今回、このような質問をさせていただいたかというと、大林

組から譲り受けた土地活用を工業団地ありきで話を進めていくことに対して、

根本的な見直しが必要だと感じたからです。少し前に私の手元に池寺物語の

資料と西明寺のご住職と町との今までの経緯が書かれた資料が手に入り、中

身を熟読しましたが、特に「輝け池寺第二次計画」の中で掲げている、すば

らしい自然、景観、環境の保全と創出の意向に反することや、また８つのた

め池は八大龍王がすんでいるため池で、大正まで山王大宮で雨乞いの祈祷を

西明寺住職が行ってきた歴史があり、ため池は池寺の先祖と西明寺の歴代住

職が守ってきたことを考慮に入れ、西明寺周辺の自然的、宗教的、文化的環

境の保全に反するおそれがあり、西明寺としては反対されている経緯が書か

れていました。 

 また、甲良町が進めようとしている企業誘致の土地の自然環境調査を西明

寺独自で行った結果、２つのため池では彦根市の絶滅危惧種に指定されてい

るホトケドジョウやカタマメマイマイなどを発見したそうです。これらのた

め池は、下から水が湧き出ていて、ため池自身に自浄作用があり、周辺の地

形から地形そのものが水を集める集水の機能があり、湧き水等が池に入って

いて、ため池にとってはよい環境を現在保持しているが、例えば工場を建て

ることによって、基礎工事で深くくいを打ち込むので、ため池の中に入って

くる地下水の水脈が切れるおそれを指摘されています。ほかにも滋賀県で大

切にすべき植物でコトウカンアオイやトキソウなどの絶滅危惧種や希少種な

どもあるそうです。 

 こうした現状が判明した中で、早急に工業団地ありきで開発を進めていく
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町の姿勢に疑問を呈し、また甲良町の住民の皆様や西明寺様の声を聞き、合

意を得て開発すべきだと思いますが、どのように感じておられますか。 

○西川議長 企画監理課長。 

○中川企画監理課長 企業誘致につきましては、大林さんから寄付のときに、

過去に町長の発言で何回もありますが、使い方については町の方で決めてほ

しいという話があったと聞いておりますし、企業誘致につきましては、まち・

ひと・しごと総合戦略の位置づけでもあります。その作成する段階で住民の

アンケートなり、意見を聞きながら、甲良町に雇用の場をつくってほしいと

いうような意見が多数ありましたので、総合戦略に位置づけております。 

 それに基づいて企業誘致を計画したものでありますし、その計画自体につ

きましても、当然、議会の方でも説明させてもらっておりますし、当時、総

務常任委員会でも議論をさせてもらっております。住民説明会もしておりま

すし、まち協の方でも説明しております。なるべくオープンに、そのときそ

のときの進捗状況を公表して進めさせてもらっております。 

 あと、自然関係のことですが、当然、滋賀県の方は環境熱心県ということ

もありまして、１年間の自然調査も今後行う予定もしていますし、そこで当

然、指摘があったらそれを改善できる方法も考えますし、開発行為自体も技

術的な審査が当然行われるので、そういうプロセスを踏んで一歩一歩進めて

いきたいと思っておりますので、計画自体は妥当であると考えております。 

○西川議長 岡田議員。 

○岡田議員 この質問に関連してですが、甲良町の人口減少問題の解決策とし

て、今回、公募型企画提案をする企業に対して、大林組の土地活用について

甲良町の現状を把握してもらった上で、甲良町にとってどのような活用をす

るのが一番なのかを提案していただくのがベストではないかと思います。 

 最近、図書館で町の未来をこの手でつくるという題名で、紫波町のオガー

ルプロジェクトの存在を知りました。１０年近い歳月をかけて日本では前例

のないまちづくりをされていて、最近、全国から注目を浴びている自治体で

す。紫波町の未来をかけたこのプロジェクトには、紫波町役場の職員から地

元の民間人、そして町外から招かれたあらゆる分野のプロなど、大勢の人が

かかわって覚悟を持って本気で議論を重ね、自らの持てる技術や経験を惜し

げもなく提供してつくり上げてきたそうです。人口減少問題の解決策がもは

や行政だけで解決できることではなく、地域住民と一体になって公民連携で

進めていくべきだと提案して、この質問を終わらせていただきたいと思いま

す。 

 次に、４つ目の質問に入らせていただきます。 

 滋賀県の中で消えゆく３町として甲良町が上がっていますが、滋賀県下で
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最も人口減少率が激しい本町について町としての少子化対策の取り組みにつ

いてどのような支援策を検討しているのか、保健福祉課長にお聞きしたいと

思います。 

○西川議長 保健福祉課長。 

○小林保健福祉課長 少子化対策として、出産、子育て、教育の分野で子育て

しやすいまちづくりとして、主に８事業に取り組んでおります。 

 １つ目が、子育て応援金支給事業として、出産祝い金の支給を２８年度よ

り開始しており、続いておむつの配布事業を検討しているところです。また、

親子の居場所提供として新たに育ママ教室やママカフェやおもちゃライブラ

リー等の取り組みについても、特に発達支援が必要な子どもや保護者や保育

士などの支援者もともに遊び、気づき、成長していける環境づくりをと考え

ていきたいと思っております。 

 ２つ目が、不妊治療の助成拡大を行っております。 

 ３つ目が、保育サービス誘致事業として、ＮＰＯ法人サービスドリームと、

契約を１月に締結しまして、現在、給食センター跡の改修を行っております。 

 ４つ目が、子育て支援周知事業としてガイドブックを作成し、２９年４月

ごろ配布を予定しております。また、子育て支援情報システム構築事業とし

て、子育てに必要なサービスや支援制度や健診案内等の子育てアプリとして、

きらきらこうらを２９年４月ごろ配信予定としております。 

 ５つ目が、放課後児童クラブの保育時間の延長事業として、２８年度より

１８時から２０時に延長いたしております。 

 ６つ目が、一時預かり無料クーポン配布事業として、１日預かり券、１冊

５枚つづりを子どもさん１人に対し１冊、２８年度に配布を始めております。 

 ７つ目が、小学生を対象とした英語教室の開催。 

 ８つ目が、中学生と佛教大学との連携による、学力向上ということの取り

組みも行っております。 

 また、その他として、ブックスタート事業として健診時に図書館職員が健

診会場に来て、４カ月児に続き、２８年度からは２歳６カ月児にも絵本を送

っております。また、課事業として、１歳おめでとう訪問として、１歳のお

誕生日前後に児童民生委員が訪問し、絵本を送るといったような事業を今進

めております。 

○西川議長 岡田議員。 

○岡田議員 ご回答いただき、ありがとうございます。子育てしやすい環境へ

の支援など、少子化対策の支援策として有効で、沢山の子育て世帯の応援の

施策を聞きました。本当にありがたいことだと思っております。引き続き、

やはり子育て世代のご支援をどうかよろしくお願いいたします。 
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 次に、政府が結婚相手を探す婚活支援に本腰を入れ始めたという新聞記事

を目にしました。本年度始めた自治体主催の婚活イベントへの交付金支出を

来年度、予算で倍増する方針で、未婚率が上昇している現状に歯どめをかけ

たいそうです。また、この間のニュースで結婚する若者が減少傾向にあると

言っていたが、厚生労働省によれば、２０１５年の結婚件数は６３万５，１

５６組で、戦後最少を更新したそうです。男女の結婚に対する価値観の違い

や出会いの場が少ないことなどが背景に上げられているけど、結婚したくて

も経済的な理由で踏み出せない若い子も多いそうです。そこで、町としての

婚活支援と結婚新生活支援事業の取り組みについて、企画監理課長にお聞き

したいと思います。 

○西川議長 企画監理課長。 

○中川企画監理課長 婚活事業につきましては、平成２９年度で湖東定住の圏

域で婚活事業を行います。定住の事業ではありませんが、１市４町で婚活に

取り組むということで、１市４町、５つありますので、それぞれの実施時期

をずらして、場所も各町１カ所ずつぐらいで内容も変えて、年間を通して５

回やる予定はしております。 

 あと、結婚新生活支援事業ですが、議員が今言われたとおり、２８年度に

国の補正予算でそういう補助事業が創設されております。結婚に伴う住宅取

得費または家賃の支援、引っ越し費用の支援制度が国としてできていますの

で、今後は甲良町もこの補助事業を検討していきたいとは思っております。 

○西川議長 岡田議員。 

○岡田議員 婚活支援事業に関しては、少子化対策を担う内閣府が去年から、

１、自己啓発セミナーやマナー講座と連動させたイベント、２、アルコール

類や飲食費には充てないといった条件つきで交付金を支給していて、２０１

６年度分の予算は５億円でしたが、１７年度は概算要求で１１億円計上した

そうです。婚活支援の自治体に対する支援がある今だからこそ、活用するべ

きではないかと思います。 

 また、結婚新生活支援事業においても、国立社会保障人口問題研究所が、

結婚の意思のある未婚者を対象に１年以内に結婚するとしたら何が障害にな

るかを調べたところ、結婚資金との回答が最も多く、男性で４３．３％、女

性で４１．９％に上り、経済的な理由で結婚に踏み出せない若者が増えてい

るそうです。内閣府が２０から３０代の未婚、結婚３年以内の男女を対象に、

結婚を希望する人に対して行政に実施してほしい取り組みを聞いたところ、

結婚や住宅に対する資金貸与や補助支援をあげた人が４２．３％に上ってい

たそうです。 

 そこで、国の支援策として２０１５年度補正予算に結婚新生活支援に関す



－78－ 

る補助金を初めて盛り込み、夫婦合計で年間所得３００万円未満の新婚世帯

を対象に、結婚に伴う住居費や引っ越し費用に対して国と自治体で最大１８

万円交付する内容で、国が必要な経費の４分の３を補助し、残りの４分の１

を自治体が負担するそうです。和歌山市では、ハッピーウェディング事業と

銘打ち、利用者から喜ばれていて、全国で１０１自治体で実施されています。

２０１６年度２次補正予算案に、結婚新生活支援事業費補助金として、１０．

３億円が盛り込まれていて、さらに今年度の予算概算請求にも６．１億円が

盛り込まれているので、甲良町でも活用してみてはどうかと思いますが、企

画監理課長に見解をお聞きしたいと思います。 

○西川議長 企画監理課長。 

○中川企画監理課長 先ほども言いましたが、今後は検討していきたいと。今

たしか草津市がこれを使われているということで、彦根も確認したら彦根は

ちょっと単費でやりかけたということなので、町の方もこれを検討していき

たいと考えております。 

○西川議長 岡田議員。 

○岡田議員 ご回答いただき、ありがとうございます。こういった支援策を通

じて、若者が甲良町に住み続けられるようになれば、人口流出に少しでも歯

どめをかける効果が期待できるので、これからの施策に期待をして、この質

問を終わらせていただきたいと思います。 

 次に、５つ目の質問に入らせていただきたいと思います。 

 町職員の危機管理に対する対応についてお聞きしたいと思います。近年、

いずれの自治体においても危機管理が再度確認され、ますます危機管理対応

が強く求められています。また、危機は災害だけではありません。全国の自

治体で大小を別とすれば、事故は頻繁に発生しており、さらに職員に関する

汚職、公金の着服、飲酒運転などの不祥事に関する事件も繰り返し起きてい

るのが今日の現状だと思います。 

 それに対して、自治体がその事実を隠蔽したり、虚偽報告をすれば、新た

な問題を発生することになります。そのためには危機が発生した際に、必ず

やらなければならないことと、絶対にしてはならないことの基本事項をまず

は確認しなければなりません。そこで、町としての危機管理について、対策

と対応を聞かせていただきたいと思います。 

○西川議長 建設水道課長。 

○北坂建設水道課長 今の危機管理でございますが、建設水道課といたしまし

ては、防災という形で対応しております。甲良町地域防災計画に基づいての

実施をしているところではございますが、今のご質問になりますと、全体的

な町職員の規律、リスクマネジメントという話になるのかもしれませんが、
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今、私の答弁といたしましては、防災計画に基づいて関係機関と協議して見

直していくという思いでおるというところでございます。 

○西川議長 総務課長。 

○中川総務課長 全体的な話かと思いますので。防災もそうですし、先ほどの

情報セキュリティもそうですし、職員の資質の問題、全てのリスク管理、マ

ネジメントをやっていく必要があると認識しておりますので、研修を重ねて

いきながら、そのあたりも取り組んでいきたいなとは考えております。 

○西川議長 岡田議員。 

○岡田議員 ご回答ありがとうございます。甲良町議会だよりの編集後記でも

書かせてもらいましたが、自治体における危機は、多くは突然やってきます。

それに対応するためには、危機を想定し、それに対応する準備をすることか

ら始まります。危機管理の問題は、単なる知識や一般論で捉えるのではなく、

もし自分の所管で危機が起きたらどう考え、どう行動するかが重要で、強い

リーダーシップを求められています。今回の大雪を教訓にして、今後、町が

どのような危機管理を構築されるか見守っていきたいと思います。 

 次の２の質問に関しては、ほかの議員の方も一般質問されておられるので、

ちょっと割愛させていただきたいと思います。 

 最後に、子育て支援に対する町としての支援策についてお伺いいたします。

町内でも子ども食堂や子どもの居場所づくりを立ち上げたいという声が届く

ようになりましたが、ボランティア団体や任意団体、ＮＰＯや一般社団法人

などに対する町独自の支援策と立ち上げの準備段階でのアドバイスなどがあ

れば企画監理課長からお聞きしたいと思います。 

○西川議長 企画監理課長。 

○中川企画監理課長 企画監理課の方では、甲良町世代をつなぐ集落の元気づ

くり交付金というのがありまして、各字６０万円とあと特別枠を設けており

ます。これも今年度でもう３年経過しますので、ちょっと来年度からは見直

しをして、甲良町まちづくり交付金というような名前にして、各字６０万円

はもうそのまま残して、特別枠をやめます。そのかわりといっては何ですが、

法人枠、営利法人は除くんですけど、法人枠を６０万円設けて、そこで町内

でＮＰＯなり、そういう人が活動される団体がありましたら、若干ではあり

ますが補助できるような仕組みを来年度からは、つくっていこうかなと思っ

ております。 

○西川議長 岡田議員。 

○岡田議員 これから地域に密着した活動や町内の社会貢献ができる活動をし

たいと思っている団体に対して、やはり補助金とかアドバイスなどを支援で

きれば、雇用対策にもなるだろうし、リーダーの育成にもつながると思うの
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で、積極的な支援策を期待して、これで私の一般質問を終わらせていただき

ます。ありがとうございました。 

○西川議長 岡田議員の一般質問が終わりました。 

 次に、７番 宮嵜議員の一般質問を許します。 

 ７番 宮嵜議員。 

○宮嵜議員 ７番 宮嵜です。それでは、議長の許可をいただきましたので、

質問をさせていただきます。 

 まず、その前に川嶋産業課長、陌間人権課長、山田呉竹地域総合センター

館長、寺川出納室長、上田税務課参事の５人の方におかれましては、この３

月末をもちまして定年退職とお聞きしました。本当に長い間、甲良町の行政

の職員として、また管理職としても長年にわたって携わっていただき、大変

ご苦労さまでした。広報こうらをさかのぼってみますと、川嶋課長は産業課、

社会教育課、住民課、保健福祉課、また、陌間課長におかれましては、人権

課、長寺センター館長、給食センター所長、水道課長を、山田呉竹地域総合

センター館長におかれましては、長年のセンターの職員として、寺川出納室

長におかれましては３年間の室長を、上田税務課参事におかれましては、長

年の税務課職員として大変お疲れさまでした。５人の皆さんは、管理職とし

て町民に直接かかわりのある部署で、ハードおよびソフト事業に熱心に取り

組んでいただき、大変ありがとうございました。これからもお体には十分留

意され、第２の人生を楽しんでください。 

 それともう一つ、質問の前に、私が１２月議会で質問させていただいた防

犯、防災の関係で、防犯灯を早速設置していただきまして、大変ありがとう

ございます。付近の住民の方々は大変喜んでおられるとお聞きしました。こ

のように私が一般質問させていただいたことについては、どこまで進んでい

るか、ときどき確認させていただきますので、皆さんよろしくお願いします。  

 それでは、一般質問に入ります。 

 まず最初に、昨年の３月議会の一般質問で、有害鳥獣フェンスについて質

問しました。産業課長にお聞きします。この件について、前産業課長から引

き継ぎをしていただいていますか。また、状況把握のため、現場に何回ほど

行かれましたか。昨年の３月予算にたしか３０万円つけて調査し、地元と協

議すると答弁をいただきました。ここに昨年の会議録がありますので、確認

しました。その後、どうなりましたか。引き継ぎをしたことは行政の管理職

として責任を持って対応していただいていると思うんですが、地元との協議

をされましたか。また、協議をしたなら、その内容はどのようなことでした

か。ご回答をお願いします。 

○西川議長 産業課長。 
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○川嶋産業課長 有害鳥獣のフェンスにつきましては、前の課長から引き継ぎ

を受けさせていただきました。しかし、調査だけの予算でしたので、何らか

の事業がないかなということで、一般財源するのはいいんですけれども、地

元負担がついて回るというようなことがあります。それと、県の補助金につ

きましても、負担がついて回るということで、何らかのいい補助金がないか

なということで探していましたら、夏ごろ、地方創生の推進交付金でゆずの

関係で、長寺西地区における地域資源を活用した魅力づくりということで、

それはソフト事業とハード事業がございまして、ソフト事業はゆずの生産拡

大ということで、ハード事業としてはそのためのフェンス設置ということで、

それの採択がございまして、６月で補正させていただいたところでございま

す。 

 その後、地元の役員さんにおきましては、その事業を進めるために何回か

打ち合わせをさせていただき、また地元説明も長寺センターの方でさせてい

ただきました。そして、ハード面につきましては、何回か現場に行きまして、

どこのルートでどうするかということで、現地確認も何回かさせていただい

たところでございます。 

○西川議長 宮嵜議員。 

○宮嵜議員 その結果、今年の予算または今後の予定はどうなりますか。１期、

２期工事と分けて行うということと、費用負担は今までと同じ、地元負担は

要らないと聞いていますので、このまま住民の方は工事が見えていないんで

すね。本当に宮嵜やるのか、お前、うそついてるんちゃうやろなという声も

中には地元住民から冷やかし半分で言われることもあります。このままずる

ずるいきますと、約束を忘れられたんじゃないかという不安も出てきますの

で、この議会の場ではっきりともう一度お答え願いますか。 

○西川議長 産業課長。 

○川嶋産業課長 一応、現場につきましては、地方創生推進交付金を使いまし

て、ハード事業をするということで、これは本来のルートをずっとやるとい

うことで、現場確認などさせてもらったんですけど、一部、境界の未確定の

部分がございまして、その分どうしても先走ることができないということで、

ちょっと断念させていただきまして、約半分ぐらいになるんですけど、それ

は事業でやらせていただくということです。 

 それと、この事業につきましては、一応、補助金が半分と、あと起債で借

りる。起債もまた返ってくるということで、地元負担なしでやらせていただ

くということでございます。 

 それで、工期につきましては、今現在、今年の分につきましては、ゆずの

部分の山側に獣害フェンスを設置するということで、これはもう既に入札も
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終わらせていただきまして、工事にかかっているところなんですけれども、

１月、２月の大雪で少し遅れていると。工期につきましては、１月５日から

一応、年度末までで獣害フェンスを設置するということで、入札等は終わっ

たんですけれども、ちょっと雪の関係で遅れて、今、設置もちょっとやらせ

てもらっていますし、今後設置に向けて年度末までには終わるように工事し

ていきたいと思っております。 

○西川議長 宮嵜議員。 

○宮嵜議員 ありがとうございます。そこで、ゆずの収穫ですが、ここ数年間、

収穫高は３トンを維持していると聞いております。ゆずの木がこの前、見に

行きましたら、被害といっても、鹿なのか、イノシシなのか、それとも自然

に枯れていったのか、そこのところの確認はまだ完全には取れていないんで

すけど、当初よりかなり本数が減っております。当初は７３０本植えたと聞

いているんですけど、現在は４００本を切るぐらいだと聞いております。先

月の大雪のときに、現場に行ったところ、グラウンドとゆず公園の間の正門

の土手、生け垣がしてある土手が、おそらくイノシシだと思うんですけれど

も、その生け垣の根っこが掘り起こされて、もう半分以上の木が斜めに倒さ

れております。聞くところによりますと、何か根っこにいるミミズを食べに

来ているということも聞いたんですけども、その現場は確認されましたか。 

○西川議長 産業課長。 

○川嶋産業課長 確認をしております。 

○西川議長 宮嵜議員。 

○宮嵜議員 確認されてわかっていると思うんですけど、あのままほっておく

と、そのうち土手が崩れるなど、余計な費用がかかると思います。早急の対

策をしてもらわないと、いろんなところに被害が出てくると思われますので、

よろしくお願いいたします。 

 次に、これも昨年の３月議会の一般質問でさせていただきました。緑ヶ丘

の集会所についてなんですけども、この件に関しましても地元と協議すると

答弁をいただきました。その後はどうなったんでしょうか。地元との協議の

内容はどのようなことでしたか。まだ、私は地元の区長さんなどとは話はで

きていないんですけども、その結果、今年の予算、補助金などどのようにな

っているんでしょうか。今後の見通しはどのようになりますか。お聞かせ願

えますか。 

○西川議長 人権課長。 

○陌間人権課長 緑ヶ丘の小集会所でございますが、先ほど産業課長が申しま

したゆずに関係しまして、ゆずの６次化をめざした地方創生事業での拠点整

備という形で交付金が得られるという情報を得まして、地元役員さんと協議
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をさせていただきました。その結果、役員さんも協議していただいたところ、

ゆずの６次化をできる加工所等も含めたような形での緑ヶ丘の集会所の改修

をしていこうという形で合意をいただきました。その中で、ゆずの施設、ま

たゆず公園のところにある作業所、その辺も含めた形での整備ということで、

今現在どのような形で整備していくかというのを地元役員さんと併せまして

協議をさせてもらっているというところでございます。 

○西川議長 宮嵜議員。 

○宮嵜議員 よくわかりました。大体これも１年たっているが、宮嵜、本当に

やるのかという声をよく半分お叱りを受けているんですけども、これもまだ

柵と同じく見えていないですね。本当にやるのか、うそついているのか、ど

っちがうそをついているのか、行政がうそをついているのか、お前がうそつ

いているのかという厳しい指摘もされるんです。大体のめど、ざっくりで結

構です。いつごろから工事にかかる予定なのか、あくまでも予定ですけども、

お聞かせ願えますか。 

○西川議長 人権課長。 

○陌間人権課長 地元役員さん、地元の方につきましては、２９年度、ゆずが

収穫できて、それに間に合うように整備、完成させていただきたいと意見を

頂戴しております。なかなか期間的に厳しい工期でございますが、できるだ

け地元の期待に沿えるように努力したいと思います。 

○西川議長 宮嵜議員。 

○宮嵜議員 わかりました。工期は１年になっても２年になってもいいですか

ら。とりあえずかかっていただけるように、今年度中に仕上げるとは言って

いません。今年度中に工事にかかっているように、よろしくお願いいたしま

す。 

 次の質問に行く前に、今のように一般質問したことがどうなっているか、

ときどき報告していただけるとありがたいです。そうしないと、また同じこ

とを質問しなくてはなりませんので、よろしくお願いいたします。 

 次の質問に行きます。ふるさと納税についてお聞きします。たしか平成２

６年８月から取り組んでいるふるさと納税でありますが、２月末で結構です、

寄付金の総額と積み立てられた基金があると思うんですが、目的別、年度別

の総計はどのようになっておりますか。お答え願えますか。 

○西川議長 企画監理課長。 

○中川企画監理課長 今年度の２月１５日現在でちょっと整理させてもらって

います。申し込み件数が今年度４，６２９件で、申し込み金額が１億５４万

４，０００円であります。そのうち、今年は熊本の支援も始めましたので、

うち３３３件が熊本にそのまま送る分で、金額が１，０２９万７，０００円、
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これはもうそのまま熊本に送る金額で内数であります。 

 積立金ですが、２７年度末で基金に積み立てたのが５，７３１万円を２７

年度末で積み立てております。今年の分については、まだ積み立てていませ

んので、こういう状況です。 

○西川議長 宮嵜議員。 

○宮嵜議員 寄付をいただいたお礼として、甲良町の特産品の取扱商品はどの

ようなものがあり、その種類別の集計があればお聞かせ願えますか。何がど

れぐらいか、何が一番人気があるのか、件数と金額はどうなっておりますか。  

○西川議長 企画監理課長。 

○中川企画監理課長 商品の主力ですが、甲良米と近江牛がメーンであります。

その他としては、甲良町の地酒とか天然水とか道の駅の商品をしております

し、商品については配布の一覧表のとおりであります。それから、２月１５

日現在の状況であります。先ほどの数字の状況でありますが、米の申し込み

が１，０４９人、肉が２，８８８人、酒が５０人、水が７７人、その他が３

１６人という状況であります。 

○西川議長 宮嵜議員。 

○宮嵜議員 ありがとうございます。このふるさと納税といいますと、各自治

体で随分とヒートアップしていると思うんですが、今後の継続の予定と見通

し、またマンネリ化対策、飽きられないための工夫、方法などを何か考えら

れておりますか。 

○西川議長 企画監理課長。 

○中川企画監理課長 商品の追加をしておりまして、今年度においては、藤堂

高虎の酒をつくりましたので、それを新メニューとして入れましたし、西明

寺の入山券と一休庵のお食事券をセットでということと、道の駅のイチゴの

章姫を追加しておりますし、今後はちょっと電化製品、町内に電気屋さんが

ありますので、ちょっとそこと調整して、またあげていきたいなとしており

ます。商品の数を増やすのと、あと工夫として申し込み方法ですが、今まで

ふるさとチョイスだけでしたが、昨年１２月から楽天ショッピングからも寄

付をできるようにしました。この楽天で１週間で１，０００件の申し込みが

ありましたので、そういうふうに随時工夫はしていきたいと思っております。 

○西川議長 宮嵜議員。 

○宮嵜議員 ありがとうございます。それでは、この④に移ります。  

 寄付者の地域別の集計がされていればお聞かせ願いたいのと、その内容と

寄付の使用目的別はどのようになっているのか、寄付者の意見や要望で特に

目立ったことはないのかお聞かせください。 

○西川議長 企画監理課長。 
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○中川企画監理課長 寄付者の主な地域ですが、東京都から８９４件、大阪府

が５９８件、神奈川県が３５４件、愛知県が３５０件、兵庫県が３３８件が

上位を占めております。活用目的ですが、教育の推進、環境・景観保全・ま

ちづくり、歴史文化の継承、指定なしというふうに町が４つを設けておりま

す。特に目立つことですが、教育の推進のために使ってほしいという希望が

一番多くありまして、２８年度の申し込みで１，７３４件がこの教育の推進

であります。基金の目的別一覧表というのは、資料を配布しております。 

○西川議長 宮嵜議員。 

○宮嵜議員 ありがとうございます。次、⑤に移ります。 

 この⑤番は、私の一番聞きたかったことなんです。１２月議会の閉会の挨

拶の中で、町長はこの基金を活用して学校施設の充実を言明されました。特

に、各学校のトイレを改修するということをお聞きしましたが、今後の見通

しはどのようになっていますか。また、子どもたちは大いに期待して待って

いるそうなんですが、いかがですか。 

○西川議長 総務課長。 

○中川総務課長 それについて内部で協議をいろいろいたしました。結果、こ

れに使える補助金、交付金があるというのがわかりました。ただし、２９年

度には間に合わない。２９年度に工事をしようとすると、もう２８年度、議

員が質問される以前からそういう手続をとっていかないともらえないという

ことが判明しましたので、申しわけないんですが、学校については２９年度

にその手続を取り、３０年度でできれば工事にかかっていきたいという町の

考えでございます。 

 もう一つは、今のふるさと納税の基金を活用いたしまして、中学校の体育

館のトイレについて改修を行っていきたいと。中学校の体育館につきまして

は、学校施設でもありますし、町民の皆さんが使っていただける社会体育施

設の体育館ということでもありますので、その部分で基金を活用して、まず

２９年度はそれをやらせていただきたいと。議員が一番思ってはる、学校そ

のものの改修については、申しわけありません、１年遅れますけれど、有効

な財源を活用した中で、やるなら一気にやりたいと、中途半端じゃなくてと

いうことで、どこまでというまだ試算はしていませんが、そこら辺を活用し

ながらということで考えております。 

○西川議長 宮嵜議員。 

○宮嵜議員 よくわかりました。次の⑥番なんですけども、⑤も⑥もよく似た

質問なんですけど、今まで基金を活用していない、今後、活用していくいい

きっかけになったと思うんですけども、もうそろそろ活用しないと、寄付を

していただいた方々の思いに応えることができないと思うんです。その見通
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しとして、今後の取り組み方について、どのようにお考えですか。 

○西川議長 総務課長。 

○中川総務課長 予算の関連ですので、総務課で一括報告させてもらいます。

基金の活用ということで、お手元にお配りしております２９年度当初予算主

要施策の概要の６ページに、２９年度での予算充当ということで、左側の列

が事業です。先ほどありましたように、学校教育で活用してほしいとかいろ

んな意見を集約した中で、中学校グラウンド整備であるとか、今言いました

体育館のトイレ、それから、防犯ブザー、自転車のヘルメット、あるいは教

育振興ということで進路指導アドバイザーであるとかいったことを中心に活

用、あるいは福祉医療、町単独でやっておりますが、それの財源ということ

で活用させていただきたいということとか、地方創生の関係で高虎館の整備

であるとか、不妊治療の関係、それから金屋の食の拠点整備、あるいは町の

防犯灯ＬＥＤ化などを含めて、一部、以前から言われております役場の外周

がちょっと危ないということで、できる範囲ということで、ここに掲げてお

ります、総額で５，８３８万円を、２８年度の寄付分を２９年度で活用させ

ていただきたいと考えております。 

 それから、２９年度につきましては、これから寄付が募られるところです

ので、金額等がわかりませんが、その内容については事業あるいは金額も含

めて、課長会の中で議論しながら寄付者の意向に沿うような形、あるいは住

民さんに活用するのは何がいいか議論しながら予算に組んでいきたいという

ルールをつくりましたので、その中で取り組んでいきたいと考えております。 

○西川議長 宮嵜議員。 

○宮嵜議員 わかりました。寄付者、またそれを使って喜んでいただける住民

の方に有意義な使い方を考えていただけるよう、よろしくお願いします。 

 それでは、大きな４番で、甲良町東小学校の東側に大きな倉庫が建築され

た件ですけども、この質問ですけど、先ほども野瀬、岡田両議員もされてい

ますが、私なりの角度で質問させていただきますので、よろしくお願いいた

します。 

 子どもたちは今まで教室やグラウンドから四季の山や自然が見えていたの

に、あの建物のせいで見えなくなって非常に残念だと。なぜ学校の近くにあ

のような大きな建物が建てられたのかということを聞きました。また、大き

なトラックが通るので、事故など起きないか非常に心配していると保護者か

らの意見も聞いております。そこで、産業課長と建設水道課長にお聞きしま

す。農地法上や建築確認申請において、何ら問題点はなかったのか。また、

何か条件などがあったのかお聞きいたします。 

○西川議長 産業課長。 
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○川嶋産業課長 現在、この土地につきましては、農地法上の制限はない土地

になっております。これは、土地改良事業で非農用地設定された農地でござ

います。 

○西川議長 建設水道課長。 

○北坂建設水道課長 建築確認申請におきましては、県の許可でございますの

で、問題なくとしております。また、この前の開発許可などによります申請

におきましても、甲良町としましては開発許可等連絡会議というところで各

課の意見をまとめて県に提出しているところでございます。 

○西川議長 宮嵜議員。 

○宮嵜議員 わかりました。次の②、③、④番を一括してお聞きします。 

 甲良養護学校の近くにも同じような大きな倉庫が建っております。甲良西

小学校にも段ボール会社が近くにあります。県の方、また町では何か許可の

ときに条件などはなかったのか。また、条件か何かで規制されているのかお

聞きします。 

○西川議長 建設水道課長。 

○北坂建設水道課長 甲良養護学校のところでございますが、倉庫というとこ

ろで、近泉合成繊維の倉庫を使ってのシンコールという会社と思われますが、

一応、近泉合成繊維というところで開発申請されておりまして、これは昭和

４０年、４１年でございます。シンコールにつきましても、その後ではあり

ますが、甲良養護学校の建設が平成７年でございますので、建築確認として

申請しておりますので、当時の許可条件としては甲良養護学校には記載され

ることはございませんでした。 

○西川議長 教育総務課参事。 

○福原教育総務課参事 県立施設のため、何か規制されているかどうかという

ことにつきましては、運搬車両の運行経路のことだと思うんですが、県の教

育委員会の方に確認したところ、条例等の制定はないということでありまし

た。 

○西川議長 甲良西小学校のところは。 

 建設水道課長。 

○北坂建設水道課長 甲良西小の近くの段ボール会社というところでございま

す。これにつきましても、開発許可等の時点で開発許可等連絡会議というの

がありまして、そこで各課の意見を取りまとめて提出いたしておるところで

ございます。具体的には、事業周辺道路は地域住民の生活道路および通勤、

通学道路となっているため、事業工事車両の搬入、搬出時の交通安全は十分

注意してくださいであるとか、近隣関係者および地元役員さんの同意を得て

同意書を添付してくださいであるとか、そのような条件をつけての開発とな
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っております。 

○西川議長 宮嵜議員。 

○宮嵜議員 わかりました。次、⑤番ですね。今後もこのようなケースがない

とは言えません。可能性があるわけですから、何か今後の対策を検討してい

るのか。例えば、覚書とか条例、規則での規制方法など、どのようにお考え

ですか。 

○西川議長 教育総務課参事。 

○福原教育総務課参事 教育委員会といたしましては、会社より具体的な安全

対策が示され次第、覚書等を交わしていきたいと考えております。また、条

例等の制定ですが、これにつきましては、他市町の状況等を確認しながら、

制定等は検討していきたいと考えております。 

○西川議長 建設水道課長。 

○北坂建設水道課長 先ほども申しましたとおり、県の開発許可に対しまして

の開発許可等連絡会議というのを実施しております。それでもって意見をま

とめて、必ず提出というところを今後も守っていきたいと思っております。 

○西川議長 宮嵜議員。 

○宮嵜議員 わかりました。⑥番のこの質問は、野瀬、岡田両議員がされてお

りますので、省略させていただきたいと思います。やはり、子どもの安全第

一ということを考えて、今後とも対策をよろしくお願いいたします。 

 それでは、次に自治会の分離と独立についてお聞きします。これについて

は、地域主権改革に基づく第２次一括法による基礎自治体への権限移譲に伴

う地方自治法第２６０条の改正により、平成２４年４月１日から町または字

の区域、名称の変更等に関する事務は市町が行う。また、地方自治法第２６

０条の規定により、町または字の区域を新たに区画し、もしくは廃止し、ま

たはその区域もしくは名称を変更しようとする場合には、市町村長がその変

更等について議会の議決を経て、これを決定し、告示することになったと思

いますが、それで間違いありませんか。 

○西川議長 総務課長。 

○中川総務課長 いわゆる自治会ということではなくて、甲良町でいいますと

字、市でいいますと町、それを設置する場合には、おっしゃるように地方自

治法２０条の２というのがございまして、市町が議会の議決を経て決めると

いうことができるとなっております。 

○西川議長 宮嵜議員。 

○宮嵜議員 そこで、私が昨年の３月議会の一般質問だったと思うんですけれ

ども、緑ケ丘小集会所の質問の途中に少しお話ししたんですけども、このと

きは緑ケ丘を１４番目の区、字にしてもらってもよいぐらいだと述べており
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ます。そこで、１６３名の住民がいますので、１つの自治会としても十分機

能していけるのではないかと思うのですが、私の先輩議員が以前にそのよう

なことを話しておられたのを思い出しましたので、質問します。町内の自治

会の分離や字名を変更しようと思えば、どのような手続が必要ですか。例え

ば、尼子出屋敷、北出屋敷、古川、神明、緑ケ丘、四ッ塚団地などが考えら

れますが、今すぐにとは言いませんが、今後そのような機運が上がれば可能

なのか、もちろん住民の意向が最優先するとは思いますが、ほかに条件など

はありますか。 

○西川議長 総務課長。 

○中川総務課長 必要な手続を取っていただく必要がありますが、特に難しい

協議は要らないと思います。もちろん住んではる方が第一ですので、その方

たちの合意が第一です。そこができていれば、あとは役員を決めていただい

たり、あるいは字の規約を決めていただいたり、あともう一つは、どこまで

の区域ということの決定をしていく必要がありますので、そのあたりをきち

っと合意が全部得られれば、手続を踏んでいただいて、なお議会の議決をい

ただければ、字の新設は可能であります。 

○西川議長 宮嵜議員。 

○宮嵜議員 わかりました。ありがとうございます。次に、近隣の町、隣の豊

郷町で旧上枝から日栄地区、杉地区、旧愛東町では、大萩地区が集団移転し

て、住所が変わったにもかかわらず、大萩町として移転している経緯がある

と思いますが、このような場合、手続上の問題点などなかったのかお聞きし

ます。 

○西川議長 総務課長。 

○中川総務課長 確認させていただきました。過去の状況、事情を知っておら

れる旧職員さんとかも聞いたんですけども、手続的には特に問題はなかった。

ただ、例えば愛東町でいいますと、大萩というのは昔は通称名を使っていた

そうです。実際には百済寺甲という場所、通称、大萩とみんな呼んでいたと

いうことで、災害の関係で集団移転することになったということで、ちょっ

とこっちの方に出て来られて、そこに新たに構えはったといったところで、

名称云々とかいうところでトラブったというのはあんまり聞いていないんで

すが、要するに新しい土地に移ってこられるということで、地元のもともと

の土地の名称、地番とかの関係で、もともとの集落との調整が必要であった

とは聞いております。どちらにしても、新しくつくるということになります

と、いろんな調整は必要かと思いますので、それによって手続的に調整が難

航したというのは聞いていますが、法にのっとって粛々と進めていって、結

果、新しい地名をつくってとはなっておりますので、議員のおっしゃられて
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いるトラブル、問題点という意味がちょっとどの辺のことなのかちょっとあ

れなんですけども、法にのっとってやっていったということで聞いておりま

すし、豊郷町の件に関しましては、これは同和対策事業で新しい分譲地をつ

くったと。今おっしゃられている日栄と杉という地域名を新設したというこ

とでございまして、そこでは自治会の役員をどうするんやみたいな話はいろ

いろあったとは聞いておりますが、それに関して町行政がああしなさい、こ

うしなさいはないと思うんです。ただ、調整的にうまくおさまるようにとい

う話し合いはあったかもしれませんけれど、行政がああいう名前にせえ、こ

ういう名前にせえと言うもんでもないので、そのあたりは新しい自治会をつ

くっていく自治会の中での調整が要ったとは聞いております。 

○西川議長 宮嵜議員。 

○宮嵜議員 わかりました。我が本町では、特に長寺地区、大きいです。ちょ

くちょく聞くんですけども、高齢者の方がお増えになって、よく毎日のほど、

私の近所でも救急車が来ております。そこで、長寺の何番地ですけど、誰々

ですけど来てくださいと。１０分たっても、２０分たっても来ない。どこに

行っているかといえば、町長の家の近くに行っているとか。例えば、町長の

近くの人が呼びはったら、うちの近くに来たとか。長寺でも消防署の方が把

握できていない地域があるんですね。そういうややこしい問題がいろいろあ

りますが、長寺でも広過ぎてわからない。長寺ですというと、緑ケ丘に来て

もらわなきゃいけないのに、長寺の周りをぐるぐる回っている。緑ケ丘にな

かなか来ない。そういうのがあるんですね。だから、私はこの点を質問して

いるわけで、こういう事例がありますが、町長はどのようにお考えですか。

ちょっと聞いておきます。 

○西川議長 町長。 

○北川町長 突然ふられたので何も考えていなかったんですけども、自治会組

織いうのは、総務課長が説明しましたように、甲良町はもともと１３集落、

これは甲良町の中で自治会の組織として認めるそういう組織で、各字に区長

なり、組合長なりがきちっと存在する、そういう自治会組織になっているこ

とは確かやと思うんです。ただ、名称については自治会、例えばうちの長寺

の場合は長寺東、あるいは宮嵜議員のとこは長寺西というように区分けをし

ているだけで、大元の住所登録は長寺だけということになっていることは間

違いないです。ただ、そのことによって今おっしゃるように、非常時に間違

えられやすいということは確かにあるのかなとは思います。 

 実は昔、平成の大合併が１市３町で話が出ました。滋賀県の中で８つのブ

ロックに分けて合併をするというようなことで、そのときに彦根と犬上３町

合併しましょうということで、合併協議会が立ち上がったと、そういう経緯
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があります。その中で合併するにあたって、字名じゃなしに、町名をどうす

るかという問題があったんです、議論が。例えば、甲良町の場合でしたら、

彦根市甲良町長寺とか、甲良町を頭につけようという話と、直接、甲良町を

抜いた字が町になる、そういう話といろいろ議論が出ました。今、東近江市

は、例えば五個荘は五個荘山本とか五個荘川並とか金堂とか、そういう名前

を使っています。能登川あたりはいきなり東近江市垣見やとか猪子とか、い

きなりそういうのを使って、湖東町もそうだったのかな。ということで、表

示方法によって大きくなると、どこら辺にあるのかなというのがわからない

というような、そういうことも出まして、１市３町では全て犬上３町は頭に

元の町名をつけましょうということで合併協議は成立をしました。字名につ

いては、今の１３集落の字名をきちっとその下につけようということになっ

て、その中で長寺の場合は東にする、西にする、一つの長寺でいいとか、別

の名前を使うとかいろんな議論もありまして、議論している最中に合併の話

が破談になったというようなことで、それはもう断ち切れたということでも

あります。 

 そんな中で、今回、宮嵜議員の方から甲良町も１３集落、そこにいわゆる

緑ケ丘という名前が一番ふさわしいのか、そのほかの名前がふさわしいのか

はわかりませんが、これはその地域、地域の住民さんが、いわゆる法的根拠

に従ってそれを希望するということであれば、私はそれはいいのかなとも思

います。前に合併協の話があったときにも、平成２４年から法改正というこ

とでお話しされていますが、あの当時はそれぞれの町の議会の議決を経て、

県の許可をもらって、総務省に申請して許可をもらうというような手続が何

かあったような気もしましたけども、それ以降、若干中身が変わってきてい

るのかなと。それぞれの立場の自治体のトップが判断すれば、オッケーが出

るのか、そこらは私ももう一つ勉強不足でまことに申しわけないんですけど

も、そういう宮嵜議員の意見がございましたので、これは関係する自治体と、

やっぱり問題について相談をしていただくなりの検討課題になるのかなと私

は思っております。 

○西川議長 宮嵜議員。 

○宮嵜議員 ありがとうございます。今の答弁でほとんど③番まで答えていた

だいたかもわかりませんが、くどいようですけど、一応、今後の町の方針と

して、その対象地区になるかもわからない、先ほど私が例えばと名前を出し

た地区の役員さんたちとの協議や、今後、意向調査の可能性はありますか。 

○西川議長 総務課長。 

○中川総務課長 町側から改めて意向調査をとは今は考えておりません。ただ、

地域なり字の方でちょっと問題があるとか、問題意識があるということで相
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談をしたいということであれば、いつでも相談させていただきますので、そ

の過程の中でどうしていこうということはあり得るとは思います。 

 もう１点、確認だけさせていただきます。自治会といわゆる行政区とは別

ものですので。自治会というのは、法的取り決めはございません。例えば、

どこかの大きな在所で、大きいから区長を２人つくってやりたいといった場

合には、それぞれが規則なり、役員さんなり決めていただければ、役場への

届けだけで済む話ですので。ただ、その場合は行政区としては変わらないと

いうことですので、ご理解をいただきたいと思います。その場合は、法律に

基づいてどうのこうのは要りませんが、やっぱり一定の決まり事は必要やと

思いますので、そこは決めていった中でということになりますので、その辺

を混同しないように。字イコール自治会ではありません。その辺の理解だけ、

よろしくお願いしたいと思います。 

○西川議長 宮嵜議員。 

○宮嵜議員 よくわかりました。 

 以上で、質問の全てを終わりますが、最後になりますが、私の決まり文句

ではありますが、今後も議会と綿密な連携をとっていただき、よりよい甲良

町政をともに築くため、行政の対応を期待して、私の一般質問を終わります。

ありがとうございました。 

○西川議長 宮嵜議員の一般質問が終わりました。 

 以上で、本日の日程は全て終了しました。 

 本日は、これをもって散会いたします。ご苦労さまでした。 

（午後４時１３分 散会） 
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